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古代都市のイメージは大きく変わりつつある。インダス文明の諸都市のゆるやかなネットワーク、　
中米の古代最大都市テオティワカンでの新しい発見。人はなぜ都市を作ってきたのか、その歴史
的基層を中世ヨーロッパのヴェネツィアと比較しながら、改めて都市の魅力と未来への可能性を
探る。大学出版部協会ブックレット第3弾。
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ではなかった─農業と水害の視点／古代文明観を見直す─「穀物倉」と「アーリア人侵入説」／文
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1　　日韓で「編集するということ」を語り合う

　
大
学
出
版
部
の
編
集
者
が
、
学
術
書
を
書
く
と
は
、
編
集
す
る
と

は
何
か
を
ま
と
め
た
本
が
刊
行
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
得
た
（
鈴
木

哲
也
・
高
瀬
桃
子
『
学
術
書
を
書
く
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
橘
宗
吾

『
学
術
書
の
編
集
者
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）。
二
冊
と
も
「
ギ
ョ
ー

カ
イ
本
」
的
な
自
己
顕
示
欲
は
皆
無
だ
。
学
術
書
を
め
ぐ
り
、
著
者
、

読
者
、
大
学
な
ど
知
的
生
産
の
制
度
、
そ
し
て
出
版
者
と
の
関
係
の

随
所
に
き
し
む
音
が
聞
こ
え
る
い
ま
、
こ
れ
ら
の
本
は
、
学
術
書
の

編
集
者
の
立
場
か
ら
、
著
者
・
読
者
へ
の
向
き
合
い
か
た
を
編
み
直

し
て
い
き
た
い
と
す
る
懸
命
の
投
げ
か
け
に
も
思
え
る
。

　
韓
国
の
学
術
書
の
編
集
者
た
ち
も
、
全
く
同
じ
苦
し
さ
の
な
か
で

仕
事
を
し
て
い
る
。
三
十
余
年
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
「
日
本
・

韓
国
大
学
出
版
部
協
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
こ
こ
数
年
、
少
子

化
と
競
争
の
時
代
の
大
学
の
激
変
、
新
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対
応
、
経
営

の
困
難
な
ど
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
て
き
た
。
問
題
が
日
韓
で
同
じ

な
ら
、
出
版
市
場
が
小
さ
い
韓
国
が
よ
り
深
刻
で
あ
り
、
韓
国
の
同

僚
た
ち
の
取
り
組
み
か
ら
、
私
た
ち
は
多
く
を
学
ん
で
き
た
。
い
ま

日
韓
で
大
学
出
版
の
編
集
を
語
り
あ
っ
た
ら
ど
ん
な
話
が
飛
び
出
す

か
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
二
日
、「
大
学
出
版
の
編
集
を
再
考
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
日
韓
セ
ミ
ナ
ー
は
幕
を
開
け
た
。

　
メ
イ
ン
と
な
る
報
告
は
、
い
ず
れ
も
各
出
版
部
の
カ
ラ
ー
を
形
づ

く
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
編
集
者
に
よ
る
も
の
で
、
文
章
、
レ
イ
ア
ウ

ト
、
著
者
や
読
者
と
の
出
会
い
と
い
う
、
編
集
者
が
接
す
る
具
体
的

な
肌
触
り
を
起
点
に
大
学
出
版
の
経
営
も
論
じ
た
発
表
だ
っ
た
。
稲

英
史
さ
ん
（
東
海
大
学
出
版
部
）
と
金キ
ム

鍾ジ
ョ
ン

吉ギ
ル

さ
ん
（
慶
キ
ョ
ン

尚サ
ン

大
学
校
出

版
部
）
の
発
表
要
旨
は
こ
の
『
大
学
出
版
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
そ
ち
ら
を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
以
下
、
今
回
の
日
韓
セ
ミ
ナ
ー

の
他
の
話
題
を
紹
介
し
た
い
（
韓
国
側
の
も
う
ひ
と
つ
の
発
表
、
宋ソ
ン

徳ド
ク

鎬ホ

さ
ん
（
全
ジ
ョ
ン

北ブ
ク

大
学
校
出
版
文
化
院
）
の
「
大
学
、
出
版
、
そ
し
て
編

集
」
は
、
大
学
出
版
の
編
集
と
（
博
物
館
な
ど
の
）「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
を
対
照
さ
せ
た
興
味
深
い
問
題
提
起
だ
っ
た
）。

日
韓
で
「
編
集
す
る
と
い
う
こ
と
」
を
語
り
合
う

後
藤
健
介
　（
東
京
大
学
出
版
会
）

特
集
＊
大
学
出
版
部
の
編
集
を
再
考
す
る
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2

版
部
の
代
表
的
な
書
籍
を
陳
列
し
、
出
版
部
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
置
い
た
こ
の
展
示
は
、
こ
の
二
年
、
ソ
ウ
ル
国
際
図
書
展
に

お
け
る
韓
国
大
学
出
版
協
会
の
ブ
ー
ス
に
日
本
大
学
出
版
部
協
会
の

本
を
展
示
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
答
礼
で
も
あ
る
。
ソ
ウ
ル
で

は
我
々
の
本
を
約
二
〇
〇
点
陳
列
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

比
べ
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
小
さ
な
も
の
だ
が
、
こ
の
展
示
は
今
後
、
全
六

六
校
の
韓
国
側
の
全
加
盟
出
版
部
の
本
を
集
め
て
（
加
盟
出
版
部
数

は
日
本
の
倍
）、
日
本
国
内
の
大
学
図
書
館
な
ど
に
巡
回
展
示
を
さ

せ
る
予
定
で
あ
る
。「
韓
国
に
も
こ
ん
な
良
い
大
学
出
版
が
あ
る
ん

だ
ね
！
」
と
多
く
の
方
に
驚
い
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
る
。

「
本
と
ア
ー
ト
の
東
京
散
策
」

　
日
韓
セ
ミ
ナ
ー
を
日
本
で
開
催
す
る
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
京
都
や

奈
良
な
ど
の
日
本
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
都
市
、
諏
訪
や
富
山
な
ど

特
色
あ
る
地
方
都
市
を
会
場
に
し
て
き
た
。
韓
国
側
に
は
来
日
経
験

の
あ
る
方
も
多
く
、「
東
京
で
い
ま
さ
ら
観
光
も
」
と
思
っ
て
い
た
が
、

韓
国
側
協
会
の
国
際
担
当
・
崔チ
ェ

相サ
ン

根グ
ン

さ
ん
（
啓ケ

明ミ
ョ
ン

大
学
校
出
版
部
）

の
ア
イ
デ
ア
で
「
本
と
ア
ー
ト
の
東
京
散
策
」
に
お
連
れ
す
る
こ
と

に
し
た
。
二
二
日
の
朝
、
代
官
山
の
蔦
屋
書
店
に
始
ま
っ
て
、
恵
比

寿
の
東
京
都
写
真
美
術
館
と
書
店
「
ナ
デ
ィ
フ
」、
六
本
木
・
乃
木

坂
地
区
で
は
、
森
美
術
館
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
新
国
立
美
術
館

と
三
手
に
分
か
れ
て
見
学
し
た
。
私
は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催

中
の
「
鈴
木
棋き

一い
つ

展
」
を
ご
案
内
し
た
が
、
江
戸
後
期
の
琳
派
を
代

表
す
る
こ
の
画
家
は
あ
る
種
の
「
出
版
者
」
で
も
あ
っ
て
、
い
ま
で

台
湾
と
中
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト

　
今
回
の
日
韓
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
台
湾
大
学
出
版
中セ

ン
タ
ー心

と
南
京
大
学

出
版
社
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
た
。
南
京
大
学
出
版
社
は
東
京
大

学
出
版
会
と
の
共
同
出
版
事
業
に
着
手
し
て
い
て
、
今
回
は
そ
の
た

め
の
来
日
で
も
あ
っ
た
。台
湾
大
学
出
版
中
心
の
陳
チ
ェ
ン

韋ウ
ェ
イ

涵ハ
ン

さ
ん
に
は
、

台
湾
の
大
学
出
版
事
情
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。
韓
国
よ
り

さ
ら
に
出
版
市
場
が
狭
小
な
台
湾
の
大
学
出
版
部
は
、
や
は
り
日
韓

と
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
日
本
語
や
英
語
に
よ
る
出
版

も
活
発
に
行
い
国
際
的
に
読
者
を
求
め
る
姿
は
、
日
韓
よ
り
先
進
的

な
あ
り
か
た
に
も
思
わ
れ
た
。「
国
立
大
学
出
版
部
連
盟
」
と
い
う

組
織
が
結
成
さ
れ
た
と
も
い
う
。
今
後
、
日
韓
台
の
大
学
出
版
部
協

会
と
の
交
流
に
期
待
が
示
さ
れ
、
次
回
の
台
北
国
際
図
書
展
に
お
け

る
「
連
盟
」
ブ
ー
ス
に
日
韓
の
書
籍
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

特
別
展
示
「
韓
国
の
大
学
出
版
部
」

　
急
い
で
付
け
加
え
る
の
は
、
今
年
の
日
韓
セ
ミ
ナ
ー
は
東
京
国
際

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と
の
併
催
で
、
メ
イ
ン
会
場
も
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

の
会
議
室
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
理
事
長
・
黄
フ
ァ
ン

甲カ
プ

淵ヨ
ン

さ
ん
（
全

北
大
学
校
出
版
文
化
院
長
）
以
下
、
韓
国
大
学
出
版
協
会
の
代
表
団

一
八
人
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
お
け
る

日
本
大
学
出
版
部
協
会
の
ブ
ー
ス
で
、
我
々
が
出
版
し
て
い
る
主
要

な
本
を
全
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。
今
年
は
こ
こ
に
「
韓
国

の
大
学
出
版
部
」
と
い
う
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
来
日
し
た
出
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3　　日韓で「編集するということ」を語り合う

か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
来
年
韓
国
で
開
か
れ
、
さ
ら
に
「
語
り
き
れ
な
か
っ

た
こ
と
」
を
産
み
だ
し
て
継
続
し
て
い
く
だ
ろ
う
。「
大
学
出
版
部

の
編
集
と
は
何
か
」
に
結
論
は
な
く
、
編
集
者
は
常
に
な
に
か
を
投

げ
か
け
応
え
る
こ
と
を
や
め
な
い
。
だ
か
ら
日
韓
セ
ミ
ナ
ー
に
も
終

わ
り
は
な
い
。
喜
ば
し
い
語
ら
い
は
ず
っ
と
続
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

い
う
「
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
」
に
近
い
展
示
物
も
多
か
っ

た
。
棋
一
に
は
彼
の
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
流
通
が
あ
り
、
彼
の

ア
ー
ト
も
そ
の
中
で
こ
そ
現
象
し
た
。
韓
国
の
方
と
、「
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
ま
で
編
集
論
と
は
、
我
々
も
ま
じ
め
だ
ね
」
と
笑
い
あ
っ

た
。韓

国
の
編
集
者
に
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と

　
二
三
日
夜
、
ほ
ぼ
日
程
を
終
え
た
日
韓
台
の
参
加
者
は
、
交
流
晩

餐
会
で
議
論
の
感
想
を
話
し
合
っ
た
。
韓
国
の
方
に
一
番
印
象
的
だ

っ
た
こ
と
を
訊
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
何
人
か
が
「
初
日
に
訪
問
し
た

東
大
出
版
会
」、
正
確
に
い
え
ば
そ
の
専
務
理
事
で
、
日
本
の
協
会

理
事
長
・
黒
田
拓
也
さ
ん
の
机
だ
と
答
え
た
。
ご
本
人
の
許
可
な
く

暴
露
す
る
が
、
こ
の
机
に
は
経
営
書
類
の
ほ
か
、
自
身
で
担
当
す
る

本
の
校
正
刷
が
積
み
上
が
っ
て
お
り
、
失
礼
な
が
ら
美
観
と
形
容
す

る
に
は
躊
躇
あ
る
。
理
由
を
尋
ね
る
と
「
ト
ッ
プ
自
ら
が
原
稿
に
ま

み
れ
て
編
集
の
仕
事
を
し
て
い
る
、
一
出
版
部
が
一
つ
の
出
版
チ
ー

ム
と
な
っ
て
良
い
本
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
素
敵
だ
っ
た
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編
集
者
と
編
集
思
考

　
編
集
者
の
役
割
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
よ
い
本

を
作
り
さ
え
す
れ
ば
よ
く
売
れ
る
時
代
は
す
で
に
過
ぎ
、
本
を
よ
く

売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
到
来
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
今
の
時
代
の
編
集
と
は
、
知
識
と
情
報
の
新
し
い
使
い
方
を
作
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
に
な
っ
た
り
、
W
e
b
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
電
子
書
籍
と
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
様
々
な
映

像
に
も
な
り
う
る
。
リ
テ
ラ
シ
ー
を
販
売
す
る
事
業
と
し
て
、
ペ
ー

パ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
転
換
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
世
界
最
大
の
学
術
出
版
社
の
一
つ
、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
ネ

イ
チ
ャ
ー
の
最
高
経
営
者
ニ
ル
ソ
ン
・
ピ
ー
タ
ー
・
ト
ー
マ
ス
は
、

出
版
は
二
〇
四
〇
年
頃
に
は
完
全
に
知
識
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
転
換
さ

れ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
で
は
、
大
学
出
版
部
の
編
集
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
、
編
集
者
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
か
ら
大
学
出
版
部
の
編
集
実
務

　
①
編
集
者
は
、
原
稿
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
を
生
産
す
る
人
で
あ
る
。

編
集
者
の
役
割
で
最
も
重
要
な
の
は
原
稿
を
生
産
す
る
能
力
で
あ
る
。

大
学
か
ら
の
支
援
が
減
り
、
学
術
書
市
場
が
縮
小
し
て
い
る
状
況
で
、

大
学
出
版
部
は
独
立
し
て
生
き
る
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

学
内
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
外
部
で
も
著
者
を
発
掘
し
て
優
秀
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
産
す
る
の
が
大
学
出
版
部
編
集
者
の
重
要
な
仕
事
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
主
導
的
な
企
画
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
大
学
と
い
う
ア

カ
デ
ミ
ー
に
合
わ
せ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
、
地
域
の
文
化
と
い
う
コ
ン
テ

ン
ツ
、
さ
ら
に
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、

様
々
な
試
み
か
ら
の
生
産
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

　
②
「
教
材
」
を
基
盤
に
、「
学
術
書
」
を
本
領
に
、「
教
養
書
」
で

地
平
を
広
め
よ
う
。
教
材
出
版
を
活
性
化
さ
せ
て
、
大
学
出
版
部
を

未
来
の
大
学
出
版
部
が
す
べ
き
19
の
こ
と

金キ
ム

鍾ジ
ョ
ン

吉ギ
ル

　（
慶
尚
大
学
校
出
版
部
）

特
集
＊
大
学
出
版
部
の
編
集
を
再
考
す
る
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5　　未来の大学出版部がすべき19のこと

れ
す
ぎ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
盛
る
器
も
ま
た
本
が
す
べ
て
で
あ

る
と
考
え
て
き
た
。
ク
レ
イ
グ
・
モ
ド
は
﹃
ぼ
く
ら
の
時
代
の
本
﹄

︵［
韓
国
語
］
二
〇
一
五
年
︶
で
﹁
形
を
問
わ
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
は
デ

ジ
タ
ル
形
式
に
移
行
す
る
、
明
確
な
形
を
伴
う
コ
ン
テ
ン
ツ
は

i
P
a
d
と
紙
の
本
の
二
つ
に
分
か
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
大
学

出
版
部
の
刊
行
物
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
韓
国
外
国
語
大
学
校
出
版
文

化
院
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
出
版
が
い
い
例
で
、
学
術
書
や
専

攻
の
教
材
の
場
合
P
O
D
︵
プ
リ
ン
ト
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
︶
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
⑤
様
々
な
出
版
モ
デ
ル
を
考
え
て
み
よ
う
。
学
術
分
野
を

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
向
け
に
作
る
こ
と
、﹁
N
A
V
E
R
︵
大
手

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
︶」
な
ど
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
す
る
例
も
あ
る
。

　
⑥
個
別
の
本
の
生
命
力
を
育
て
よ
う
。
教
材
で
得
る
収
益
で
、
学

術
書
と
教
養
書
の
赤
字
を
埋
め
る
従
来
の
方
式
か
ら
、
本
一
冊
一
冊

が
収
益
を
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
新
た
な
法
則
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
シ
リ
ー
ズ
本
は
、
そ
れ
自
体
で
一
つ
の
収
益
構
造
と
し
て

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
編
集
者
は
、
個
別
の
本
が
収
益
を
出

し
っ
か
り
し
た
基
盤
の
上
に
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
教
材

出
版
だ
け
に
終
わ
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
学
出
版
部
は
社
会
的
役
割
を

果
た
さ
な
い
こ
と
に
な
る
。
学
術
書
の
市
場
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な

っ
て
い
る
が
、
単
純
に
論
文
を
集
め
た
﹁
学
術
印
刷
物
」
で
は
な
い
、

出
版
部
の
編
集
技
術
が
具
現
化
さ
れ
た
﹁
学
術
書
」
を
作
っ
て
読
者

の
も
と
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
冊
の
本
が
扱
う
範
囲
は
次
第
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

を
統
合
的
に
説
明
し
た
け
れ
ば
、
十
分
な
事
例
を
盛
り
込
み
、
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
れ
ば
よ
い
︵
ハ
ン
・
ギ
ホ
﹃
新
し

い
本
の
時
代
﹄［
韓
国
語
］
二
〇
一
二
年
︶。

　
従
来
の
編
集
は
、
著
者
や
コ
ン
テ
ン
ツ
そ
の
も
の
の
価
値
を
極
大

化
し
、
付
加
価
値
を
創
出
す
る
方
式
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
今
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
が
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
中
心
に
な
り
、
創
造
的
で
自
由

に
な
る
こ
と
が
核
心
で
あ
る
。
こ
の
変
化
を
読
み
取
り
、
単
に
本
と

い
う
製
品
を
作
る
編
集
者
で
は
な
く
、
③
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ
り
方
す

べ
て
を
企
画
し
て
編
集
す
る
企
画
者
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
④
コ
ン
テ
ン
ツ
を
盛
る
器
は
多
様
で
あ
る
。
我
々
は
紙
の
本
に
慣
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講
演
会
、
地
域
の
読
書
会
、
ブ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
、
地
域
S
N
S
の
会
、

図
書
館
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、
読
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
が
る
。

　
欧
州
や
米
国
で
は
、
本
が
出
版
さ
れ
る
六
カ
月
前
か
ら
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
を
開
始
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
。
本
が
出
る
前
に
十
分
に
検
索

値
を
増
や
し
、
そ
の
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、

本
が
発
見
さ
れ
て
も
購
買
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る︵
ジ
ャ
ン
・

ウ
ン
ス
﹁
本
の
発
見
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
」﹃
企
画
会
議
﹄

四
〇
二
号
［
韓
国
語
］︶。
内
容
の
質
だ
け
で
勝
負
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
い
か
に
読
者
に
発
見
さ
れ
、
早
く
、
多
く
近
づ
く
こ
と
が
で

き
る
か
。
⑩
こ
れ
か
ら
は
本
の
始
ま
り
か
ら
読
者
に
直
接
近
づ
い
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　
⑪
本
だ
け
作
っ
て
、
本
だ
け
を
売
ろ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。
私

は
日
本
の
九
州
で
、
驚
く
べ
き
経
験
を
し
た
。
家
具
店
や
香
水
店
に
、

商
品
に
関
連
す
る
本
が
置
い
て
あ
っ
た
の
だ
。
M
U
J
I 

B
O
O
K
S
と
の
出
会
い
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
マ
ル
チ
・
パ
ッ
ケ

ー
ジ
・
ス
ト
ア
の
形
で
本
が
売
れ
る
な
ら
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
編
集

も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
﹁
提
案
す
る
力
」
が
必
要

だ
。

　
⑫
書
店
の
変
化
に
注
目
し
よ
う
。
書
店
の
役
割
が
縮
小
さ
れ
た
の

は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
本
の
多
く
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ

れ
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
れ
、
書
店
を
通
じ
て
読
者
に
届
く
。
最
近
の

独
立
系
書
店
、
日
本
の
蔦
屋
書
店
、
M
U
J
I 

B
O
O
K
S
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
主
導
す
る
書
店
で
あ
る
。
編
集
者
は
﹁
そ
れ
ぞ

れ
の
顧
客
に
高
い
価
値
を
付
与
で
き
る
商
品
を
探
し
、
選
択
し
、
提

せ
る
方
法
を
絶
え
ず
求
め
て
最
大
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑦
読
者
へ
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
基
本
に

忠
実
に
な
ろ
う
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
配
本
、
書
店
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
は
そ
の
威
力
が
弱
く
な
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し

て
無
視
で
き
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
書
店
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
、
詳
細

項
目
に
本
の
情
報
を
十
分
に
書
こ
う
。
も
ち
ろ
ん
メ
デ
ィ
ア
の
放
送

作
家
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
も
連
携
し
、
本
が
出
る
前
の
企
画
段
階

で
読
者
と
共
感
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
文
を
載
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
新
聞
や
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
、
ブ
ロ
グ
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
著
者
の
文
章
が
読
者
に
事
前
に
知
ら
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
学
出
版
部
は
、
⑧
新
し
い
著
者
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
つ
の
ま
に
か
著
者
の
重
要
性
を
忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
与

え
ら
れ
た
原
稿
だ
け
で
な
く
、
出
版
部
が
先
ん
じ
て
企
画
し
よ
う
。

出
版
部
の
企
画
で
著
者
と
交
渉
し
、
原
稿
が
で
き
あ
が
り
、
編
集
さ

れ
て
読
者
の
手
に
本
が
届
い
た
と
き
、
真
の
出
版
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
⑨
著
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
読
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
性
化

し
よ
う
。
学
内
の
教
員
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
著
者
を
養
成
し
よ
う
。
彼
ら
を
大

学
出
版
部
を
中
心
に
集
め
、
地
域
の
出
版
文
化
を
築
こ
う
。

　
大
学
出
版
部
の
力
が
最
も
発
揮
で
き
る
の
は
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
。
数
千
人
に
及
ぶ
教
職
員
と
数
万
人
の
学
生
、
数
十
万
人
に

な
る
同
窓
生
や
数
百
万
人
に
達
す
る
地
域
住
民
が
我
々
の
読
者
で
あ

る
。
学
内
で
の
図
書
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
、
学
内
サ
イ
ト
で
の
広
報
、
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7　　未来の大学出版部がすべき19のこと

案
す
る
人
」︵
前
掲
﹃
出
版
の
未
来
﹄︶、
す
な
わ
ち
コ
ン
テ
ン
ツ
の
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
で
、
⑬
書
店
と
は
ち
が
う
読
者
と
の
新
た
な
繋
が
り
方
が
必

要
で
あ
る
。
読
者
と
と
も
に
体
験
で
き
る
場
所
は
ど
こ
か
、
共
有
し

や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
は
何
か
、
共
有
活
動
の
設
計
は
ど
う
す
る
の
か
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
構
築
と
活
用
、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の
方
向
、

事
業
モ
デ
ル
自
体
を
革
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
も
そ
も
⑭
大
学
出
版
部
の
読
者
は
誰
か
。
大
学
出
版
部
は
大
学

生
よ
り
若
い
読
者
に
関
心
が
な
い
が
、
地
域
の
中
学
校
、
高
校
、
小

学
校
の
児
童
や
生
徒
の
た
め
の
本
を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
様
々
な
形
に
す
る
O
S
M
U
︵O

ne Source M
ulti 

U
se

︶
も
重
要
だ
が
、
一
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
様
々
な
読
者
層
に
合

わ
せ
て
構
成
し
て
編
集
す
る
の
も
必
要
に
思
え
る
。
成ソ
ン

均ギ
ュ
ン

館グ
ァ
ン

大
学

出
版
部
の
﹁
青
少
年
シ
リ
ー
ズ
」
が
い
い
例
で
あ
る
。

　
⑮
大
学
出
版
部
は
、
地
域
と
と
も
に
あ
り
、
地
域
出
版
の
中
心
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
韓
国
に
は
現
在
十
数
の
地
方
出
版
社
が

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
書
籍
の
出
版
を
行
っ
て
い
な
い
。
で
あ
れ
ば
、

大
学
出
版
部
が
、
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
人
物
、
環
境
な
ど
の
コ
ン

テ
ン
ツ
で
、
地
域
の
学
校
の
た
め
の
教
材
制
作
、
地
域
住
民
と
と
も

に
出
版
事
業
な
ど
を
行
い
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
よ
う
。
例
え
ば
、

韓
国
出
版
文
化
産
業
振
興
院
や
自
治
体
の
各
種
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

出
版
支
援
基
金
創
立
事
業
、
公
共
図
書
館
の
図
書
購
入
、
各
機
関
の

地
域
コ
ン
テ
ン
ツ
支
援
事
業
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
る
の
だ
。

　
地
域
で
の
出
版
活
動
は
、
米
国
の
大
学
出
版
部
で
も
事
例
が
あ
る
。

米
国
の
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
と
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
立
大
学
の
出
版
部
の
場
合
、

地
元
の
歴
史
分
野
に
関
し
て
価
値
の
あ
る
本
を
地
道
に
出
す
こ
と
で
、

発
展
を
成
し
遂
げ
た
︵
ア
ン
ド
レ
・
シ
フ
レ
ン
﹃
情
熱
の
編
集
﹄［
邦
訳

﹃
理
想
な
き
出
版
﹄
柏
書
房
］︶。

　
⑯
大
学
出
版
部
の
全
国
組
織
を
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
。
本
の
販

売
競
争
は
次
第
に
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
競
争
が
激
し
い
と
こ
ろ
に

飛
び
込
ん
で
跡
形
も
な
く
消
え
る
よ
り
は
、
大
学
出
版
部
だ
け
の
市

場
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
韓
国
で
い
う
と
、
韓
国
大
学
出
版

協
会
と
、
例
え
ば
嶺ヨ
ン

南ナ
ム

地
域
［
慶
尚
道
］
の
大
学
出
版
部
協
会
な
ど

の
組
織
を
活
用
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
編
集
者
会
議
、
各
分
野
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別
の
集
会
、
編
集
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
議
な
ど
を
通
じ
て
全
国
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
大
学
出
版
部
組
織
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。
地
域
単

位
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
全
国
的
に
結
ん
で
流
通
網
を
確
保
す
る
の
だ
。

　
大
学
図
書
館
や
公
共
図
書
館
へ
の
販
売
事
業
、
図
書
館
、
博
物
館
、

自
治
体
や
企
業
な
ど
と
と
も
に
行
う
出
版
事
業
、
図
書
展
な
ど
に
協

会
と
し
て
携
わ
っ
た
り
、
地
域
の
書
店
に
協
会
連
合
の
売
り
場
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
広
告
事
業
な
ど
で
大
学
出
版
部

だ
け
の
独
自
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑰
出
版
決
定
者
と
編
集
者
は
各
々
所
定
の
位
置
に
。
編
集
者
に
編

集
方
針
決
定
権
と
出
版
書
籍
選
定
権
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
出
版
の
方

向
を
決
め
る
と
き
、
読
者
の
価
値
よ
り
、
財
政
支
援
や
政
策
に
依
存

し
す
ぎ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
出
版
書
籍
選
定
の
原
則
と
基
準
は
明

確
で
あ
る
の
か
。
原
稿
検
討
な
ど
、
編
集
者
の
意
見
が
十
分
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。
出
版
を
決
定
す
る
委
員
会
で
は
、
教
材
と
学
術

書
、
教
養
書
は
区
別
し
て
選
定
す
る
。
教
材
は
受
講
人
数
を
中
心
に
、

学
術
書
︵
も
ち
ろ
ん
、
出
版
の
価
値
を
優
先
す
る
が
︶
と
教
養
書
は
予

想
販
売
部
数
と
著
者
の
前
作
の
販
売
実
績
を
基
準
と
し
て
発
行
部
数

を
決
定
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
収
益
主
導
型
、
行
政
主
導
型
で
は

な
く
編
集
者
が
主
体
性
を
維
持
す
る
分
権
化
さ
れ
た
基
本
体
制
が
必

要
だ
。
短
期
的
な
利
潤
を
出
す
よ
り
著
者
を
尊
重
し
、
出
版
部
の
歴

史
を
尊
重
す
る
こ
と
か
ら
編
集
は
出
発
す
る
。

　
⑱
大
学
出
版
部
の
編
集
の
決
定
権
と
編
集
技
術
（
編
集
力
）
を
強

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
値
あ
る
本
の
出
版
の
前
提
条
件
は
編

集
権
と
財
政
の
独
立
で
あ
る
。
教
材
と
学
術
書
は
大
学
出
版
部
か
ら
、

教
養
図
書
な
ど
は
別
ブ
ラ
ン
ド
︵
イ
ン
プ
リ
ン
ト
︶
で
特
化
す
る
。

冒
険
的
な
分
野
の
本
を
出
版
し
た
り
、
価
値
の
あ
る
絶
版
図
書
を
復

刊
し
た
り
、
翻
訳
さ
れ
る
べ
き
本
の
出
版
な
ど
を
し
っ
か
り
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
最
後
に
、
⑲
編
集
者
は
革
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
を
作
る

職
人
で
あ
り
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
れ
と
方
向
を
設
定
す
る
卓

越
し
た
企
画
家
で
、
読
者
中
心
の
価
値
を
実
現
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
的
な
判
断
力
と
実
践
力
を
兼
ね
備
え
て
は
じ
め
て
、
今
日
の
編
集

者
と
い
え
る
。
大
学
出
版
人
の
全
員
が
自
分
の
分
野
に
お
け
る
専
門

性
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
を
備
え
た
人
材

が
対
等
な
関
係
で
、
自
由
と
協
業
の
方
式
で
組
織
の
発
展
を
導
い
て

い
こ
う
。

再
び
編
集
を
考
え
な
が
ら

　
大
手
出
版
社
と
は
異
な
る
大
学
出
版
部
の
領
域
は
確
か
に
存
在
す

る
。
大
手
出
版
社
が
取
り
こ
ぼ
し
た
パ
ン
く
ず
を
拾
い
集
め
る
理
由

は
な
い
。
我
々
に
は
我
々
の
道
が
あ
る
。
大
学
に
ど
の
く
ら
い
貢
献

す
る
の
か
、
収
益
を
ど
れ
だ
け
上
げ
る
の
か
を
重
要
視
し
つ
つ
も
、

出
版
と
編
集
の
意
義
を
再
び
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
実
験
的
で
、
知
的
で
、
価
値
が
あ
り
、
感
動
的
な
本
を
作
り
出
す

こ
と
が
大
学
出
版
部
の
課
題
で
あ
る
。
た
と
え
少
な
い
部
数
の
本
で

も
、
読
者
に
近
づ
く
た
め
の
行
動
だ
け
が
必
要
な
の
だ
。
規
模
と
資

本
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ア
と
情
熱
で
団
結
し
、
小
さ
く
て
も
強
い
個

性
の
あ
る
大
学
出
版
部
を
望
ん
で
い
る
。
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9　　図鑑をつくる気持ち、読みたい気持ち、売りたい気持ち

　
図
鑑
と
は
、
生
物
の
分
類
体
系
に
従
っ
て
掲
載
種
を
配
列
し
、
図

や
写
真
と
対
応
す
る
解
説
を
付
け
、
多
様
性
を
体
系
的
に
理
解
す
る

書
籍
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
私
が
編
集
し
て
い
る
図
鑑
は
定

義
そ
の
も
の
で
、
分
類
体
系
に
従
っ
て
「
写
真
・
図
版
」
が
あ
り
、

そ
の
生
物
に
関
す
る
「
解
説
」
が
あ
る
、
体
系
的
な
つ
く
り
に
な
っ

て
い
る
。
分
類
体
系
に
も
と
づ
い
て
原
始
的
な
も
の
か
ら
よ
り
進
化

し
た
も
の
へ
と
並
ん
で
い
る
の
で
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
そ
の
生

物
の
進
化
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
で
は
、
子
ど
も
向
け

の
学
習
図
鑑
な
ど
も
分
類
体
系
に
則
っ
て
編
集
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
普
段
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
生
物

か
ら
始
ま
る
こ
と
も
あ
る
。
人
気
者
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
知
名
度
抜
群

の
マ
グ
ロ
が
ト
ッ
プ
を
飾
ら
な
い
と
き
は
、
こ
ん
な
理
由
が
隠
さ
れ

て
い
る
。

　
編
集
方
針
は
、
最
新
の
系
統
分
類
学
に
も
と
づ
く
生
物
多
様
性
情

報
を
網
羅
す
る
こ
と
、「
似
る
」・「
同
じ
」・「
違
う
」
を
判
断
で
き

る
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
、
実
用
に
耐
え
う
る
「
使
え
る
図

鑑
」
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
図
鑑
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず

は
客
観
的
な
も
の
づ
く
り
に
徹
す
る
。
本
の
構
成
や
装
丁
な
ど
の
全

体
像
を
描
き
、
コ
ス
ト
、
売
上
目
標
と
販
売
活
動
な
ど
を
含
め
、
著

者
ら
と
綿
密
な
打
合
せ
を
繰
り
返
し
、
築
き
上
げ
て
い
く
。
図
鑑
の

紙
面
は
実
用
性
を
最
優
先
し
、
シ
ン
プ
ル
に
、
本
文
な
ど
を
無
駄
に

彩
り
飾
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
よ
く
、
ど
の
辺
り
ま
で
の
最
新
知
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？
　
と
い
う
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
実
際
、
図
鑑
は
刊
行

さ
れ
た
時
点
で
は
、
す
で
に
最
新
の
知
見
で
は
な
い
。
刊
行
の
半
年

前
く
ら
い
ま
で
の
知
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
生
物
は
次
々

と
発
見
さ
れ
て
お
り
、
日
々
多
様
性
情
報
は
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

と
て
も
紙
メ
デ
ィ
ア
で
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
図
鑑
は
電

子
化
に
よ
っ
て
日
々
最
新
情
報
に
更
新
さ
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し

て
仕
上
げ
が
な
さ
れ
る
日
が
来
る
だ
ろ
う
。

図
鑑
を
つ
く
る
気
持
ち
、
読
み
た
い
気
持
ち
、
売
り
た
い
気
持
ち

稲
英
史
　（
東
海
大
学
出
版
部
）

特
集
＊
大
学
出
版
部
の
編
集
を
再
考
す
る
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10

つ
く
り
た
い
と
望
ん
で
い
る
。

　
一
献
傾
け
な
が
ら
、
研
究
者
と
話
し
て
い
る
と
、『
ビ
ー
グ
ル
号

航
海
記
』
と
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
』
を
話
し
出
す
。
さ
ら
に
自

ら
の
科
学
的
「
航
海
」
や
「
冒
険
」
を
熱
く
語
る
。
彼
ら
は
今
も
、

世
界
の
様
々
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
未
知
の
生
物
を
求
め
て
航
海
を
し
て

い
る
。
生
き
物
の
た
め
な
ら
長
い
道
の
り
も
厭
わ
な
い
。
極
限
の
環

境
の
中
で
採
集
を
繰
り
返
し
、
顕
微
鏡
を
覗
き
続
け
る
熱
意
と
体
力

は
す
ご
い
な
ど
と
感
心
し
て
い
る
と
…
…
、
世
界
で
初
め
て
の
図
鑑

で
す
、
よ
り
多
く
の
生
物
を
最
新
知
見
に
よ
り
網
羅
し
ま
す
、
こ
の

図
鑑
に
敵
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
、
英
文
解
説
も
入
れ
て
、
助
成
金

を
獲
得
し
ま
す
…
…
と
続
け
る
。

　
編
集
者
が
著
者
の
術
中
に
は
ま
っ
た
、
や
ら
れ
た
と
思
う
瞬
間
で

も
あ
る
。
我
々
の
関
係
は
口
説
き
上
手
と
口
説
か
れ
上
手
の
関
係
な

の
だ
と
感
じ
る
一
瞬
で
も
あ
る
。
編
集
者
も
読
者
に
生
物
に
関
す
る

最
新
情
報
を
提
供
し
た
い
、
世
界
に
冠
た
る
図
鑑
を
つ
く
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
著
者
と
の
出
会
い
や
生
物
の
未
知
の
世
界
を

楽
し
ん
で
い
る
と
も
い
え
な
く
は
な
い
。
図
鑑
を
つ
く
る
気
持
ち
と

は
、「
知
」
と
「
情
報
」
を
残
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
図
鑑
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
、
種
の
多
様
性
や
生
物
の
色
彩
や
造
形

の
美
し
さ
で
あ
る
。
私
も
子
ど
も
の
頃
、
雑
木
林
の
ク
ヌ
ギ
に
は
ど

う
い
う
虫
た
ち
が
や
っ
て
く
る
の
か
、
川
や
海
に
は
ど
う
い
う
生
物

が
棲
ん
で
い
る
の
か
、
な
ど
を
図
鑑
か
ら
学
ん
だ
。
図
鑑
は
生
物
多

様
性
を
体
験
・
追
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
生
物
へ
の
視
点
や
認

識
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
る
働
き
が
あ
る
。
私
の
親
し
い
魚
類
学
者

図
鑑
を
つ
く
る
気
持
ち

　
荒
俣
宏
は
『
図
鑑
の
博
物
誌
』
の
中
で
、
十
五
世
紀
初
め
の
鄭
和

に
よ
る
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
、
紅
海
、
ア
フ
リ
カ
ま
で
の
大
航
海
に

つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
航
海
の
目
的
が
、
財
宝
を
手
に
い
れ
貿
易
を
行
な
う
こ

と
の
ほ
か
に
も
今
日
で
い
う
「
博
物
学
調
査
」
す
な
わ
ち
各
地

の
動
植
物
採
集
研
究
を
も
含
ん
で
い
た
点
を
、
強
調
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
中
略
）
冒
頭
に
鄭
和
の
大
航
海
の
逸
話

を
書
い
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
博
物
学
愛
好
家
が
終
生
変
わ
ら
ず

に
抱
き
つ
づ
け
る
夢
に
つ
い
て
語
り
た
か
っ
た
た
め
だ
。
そ
れ

は
、
未
知
の
世
界
を
巡
り
、
見
た
こ
と
も
な
い
動
植
物
を
探
る

冒
険
航
海
へ
で
る
こ
と
。
唯
一
そ
れ
だ
け
が
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
の
あ
こ
が
れ
る
夢
な
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
何
が
か
れ
ら
を

そ
ん
な
冒
険
に
駆
り
た
て
る
の
か
？
　
そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
最
も
重
要
な
の
は
や
は
り
、「
地
球
に
共

存
す
る
生
き
も
の
た
ち
」
の
完
璧
な
カ
タ
ロ
グ
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
欲
求
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
荒
俣
宏
『
増
補
版 

図
鑑
の
博
物
誌
』
集
英
社
）

　「
地
球
に
共
存
す
る
生
き
も
の
た
ち
の
完
璧
な
カ
タ
ロ
グ
を
つ
く

り
た
い
」。
ま
さ
に
荒
俣
は
言
い
当
て
て
い
る
。
研
究
者
に
と
っ
て

図
鑑
は
、「
あ
る
場
所
」、「
あ
る
時
点
」
に
「
ど
の
よ
う
な
生
物
が

い
る
か
（
い
た
の
か
）」
を
記
録
し
、
伝
え
る
媒
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

彼
ら
は
地
球
上
の
生
物
を
網
羅
し
、
正
し
く
同
定
が
で
き
る
図
鑑
を
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11　　図鑑をつくる気持ち、読みたい気持ち、売りたい気持ち

と
の
こ
と
だ
。
あ
る
雑
誌
に
よ
る
と
、
図
鑑
の
編
集
者
の
多
く
は
血

液
型
が
Ａ
型
、
真
面
目
で
細
か
い
仕
事
が
得
意
、
趣
味
は
第
一
位
が

写
真
、
続
い
て
音
楽
、
俳
句
や
銭
湯
巡
り
、
キ
ノ
コ
狩
り
、
星
座
は

獅
子
座
と
蟹
座
な
の
だ
そ
う
だ
。
該
当
が
ひ
と
つ
も
な
い
私
は
、
図

鑑
の
編
集
者
に
は
不
向
き
で
失
格
で
あ
る
よ
う
だ
。

　
企
画
の
種
明
か
し
を
す
る
。
小
会
の
自
然
科
学
の
企
画
の
原
点
は

一
九
七
五
年
の
益
田
一
ら
に
よ
る
『
魚
類
図
鑑
︱

南
日
本
の
沿
岸
魚
』

で
あ
る
。
私
の
本
格
的
な
編
集
活
動
の
ス
タ
ー
ト
は
、
こ
の
図
鑑
か

ら
ス
ピ
ン
オ
フ
し
た
一
九
九
四
年
刊
行
の
益
田
一
に
よ
る
『
日
本
産

魚
類
生
態
大
図
鑑
』
で
あ
る
。
こ
の
図
鑑
を
担
当
し
た
こ
と
が
編
集

者
と
し
て
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。
こ
の
図
鑑
を
通
し
て
多
く
の
研

究
者
と
親
し
く
な
り
、
い
く
つ
も
の
接
続
す
る
企
画
、
シ
リ
ー
ズ
が

誕
生
し
た
（
図
1
）。
表
す
と
「
出
会
い
↓
ビ
ジ
ョ
ン
↓
ト
ラ
ス
ト

↓
結
果
と
評
価
↓
接
続
」
の
円
に
な
る
。
こ
の
円
を
い
く
つ
も
、
い

く
つ
も
描
い
て
き
た
。

は
、
図
鑑
に
よ
り
「
カ
タ
カ
ナ
と
漢
字
を
学
ん
だ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で

生
物
を
確
認
す
る
楽
し
み
、
行
け
な
い
場
所
、
そ
こ
に
ど
ん
な
生
き

物
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
想
像
す
る
楽
し
み
が
図
鑑
に
は
あ
る
」
と

言
っ
て
い
る
。図
鑑
は
未
知
の
生
き
物
を
想
像
す
る
ツ
ー
ル
に
も
な
る
。

図
鑑
を
編
む
人
た
ち

　
図
鑑
を
編
む
人
た
ち
の
多
く
は
、
収
集
家
で
も
あ
る
ら
し
い
。

　
鉄
道
マ
ニ
ア
、
レ
コ
ー
ド
収
集
、
骨
董
品
収
集
、
ゼ
ロ
戦
マ
ニ
ア

な
ど
、
収
集
を
趣
味
と
す
る
研
究
者
は
多
い
。
私
も
ち
ょ
っ
と
し
た

収
集
癖
は
あ
る
が
、
家
族
か
ら
は
依
存
症
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
編
集
者
か
ら
み
た
著
者
の
理
想
は
、
几
帳
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
あ
る
方
、
真
面
目
で
時
間
と
編
集

ル
ー
ル
を
守
る
人
が
よ
い
。
編
集
者
に
は
、
交
渉
力
は
も
ち
ろ
ん
、

判
断
力
と
決
断
力
、
コ
ス
ト
感
覚
が
欲
し
い
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
時
の

パ
ワ
ー
プ
レ
ー
が
可
能
な
体
力
と
精
神
力
が
必
要
だ
。
著
者
か
ら
み

た
編
集
者
は
方
針
が
ぶ
れ
ず
、
問
題
解
決
能
力
が
高
く
、
決
断
力
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
と
全
体
像
を
描
け
る
編
集
者
が
よ
い
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図
鑑
を
読
み
た
い
気
持
ち

　
先
に
も
登
場
し
た
親
し
い
魚
類
学
者
に
再
登
場
し
て
い
た
だ
こ
う
。

　
図
鑑
を
読
む
と
き
。
生
命
の
本
質
と
か
、
宇
宙
の
成
り
立
ち

と
か
、
そ
う
い
う
普
遍
的
な
真
理
は
か
な
り
ど
う
で
も
よ
い
こ

と
と
思
え
て
く
る
。
そ
う
い
う
ダ
イ
ジ
ナ
コ
ト
こ
と
は
、
ヨ
ソ

ノ
オ
ト
ナ
が
考
え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
日
常
生
活
は
、
命
に
別

状
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
人
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
こ
と

を
な
る
べ
く
は
心
が
け
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
諸
々
の
雑
事
と
は
離
れ
て
、森
羅
万
象
、こ
の
世
に
様
々

な
事
物
や
現
象
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
没
頭
す
る
、
至
福
の

時
間
で
あ
る
。

　
何
が
よ
い
図
鑑
か
と
い
え
ば
、
思
う
に
、
読
ん
で
楽
し
く
、

使
っ
て
役
立
つ
図
鑑
で
あ
る
。
四
つ
の
条
件
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
よ
い
。

　
図
鑑
は
一
つ
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
対
象
が
全
部
の
っ
て
い

る
図
鑑
が
よ
い
図
鑑
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、

①
「
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
る
図
鑑
」、
が
よ
い
図
鑑
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
図
鑑
は
、「
外
の
世
界
」
と
「
内
の
世
界
」
と
の

接
点
で
あ
る
。
外
の
世
界
の
森
羅
万
象
の
か
け
ら
を
、
先
輩
や

仲
間
た
ち
が
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
、
が
、
図
鑑
か
ら
わ
か

る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
②
「
ち
ゃ
ん
と
わ
か
る
図
鑑
」

が
よ
い
図
鑑
で
あ
る
。

‘75 魚類図鑑 南日本の沿岸魚

The Sea sh of Southern Africa
(J. L. B. Smith, 1949)

‘16 日本近海産貝類図鑑
　第二版

‘14 新編 世界イカ類図鑑

‘12 潜水調査船が観た
　深海生物 第 2版

‘15 琉球列島のススメ
　（フィールドの生物学）

‘14 きずなの　
生態学

‘13 海のがっこう

‘12 干潟の絶滅危惧　
動物図鑑

‘09 海の外来生物

‘06 天草の渚

‘13 日本のタコ学

‘13 
　（フィールドの生物学）

‘12 東大古生物学

‘09 貝のパラダイス

‘03 海洋ベントスの生態学

‘10 新鮮イカ学

‘03 軟体動物二十面相

‘00 ホタルイカの素顔

‘00 日本近海産貝類図鑑

‘97 貝のミラクル

‘87 貝類

‘09 ウニ学

‘01 ヒトデ学

‘00 ウミウシ学

‘86 海岸動物
‘86 フィッシュ・ウォッチング

‘84 海水魚

‘14 日本産稚魚図鑑
　第二版

‘96 This Living Ocean

‘99 海洋生物ガイドブック

‘94 日本産魚類生態大図鑑

‘88 日本の岩石と鉱物 ‘96 かわらの小石の図鑑

‘15 日本産魚類全種の学名

‘93 日本産魚類検索

‘15 南日本太平洋沿岸の魚類

‘13 日本産魚類検索 第三版

‘07 東シナ海・黄海の魚類誌

‘02 Fish of Japan

‘00 日本産魚類検索 第二版

‘84 日本産魚類大図鑑

‘80 魚類図鑑 改訂版

魚の分類の図鑑

衆鱗図

ヒマラヤの自然史

地球学入門

宇宙から見た日本

神奈川県立生命の星・
地球博物館叢書

フィールドの達人 国立科学博物館叢書 叢書イクチオロギア Cephalopods

‘93 Recent Advances　
in Cephalopod

Fisheries Biology

ジャン＝アンリ・
ファーブル
の時間

美ら島の自然史

美ら島の生物
ウォッチング 100

大阪市立
自然史博物館叢書

‘88 日本産稚魚図鑑

‘07 土壌生態学入門

‘07 土壌動物学への招待

‘16 日本産有剣ハチ類図鑑

‘15 日本産土壌動物
　第二版

‘02 虫の名，貝の名，魚の名

多足類読本‘00 都市化とダニ‘07 日本産カミキリムシ

‘16 竜宮城は二つあった
　（フィールドの生物学）

‘11 旅するウナギ

‘09 海の生命

‘15 東日本大地震以後の
　海洋生物調査（英文）

‘10 海洋学
　（原著第 4版）

‘12 ダーウィンフィッシュ

‘09 海洋の生命史

‘06 生と死の自然史

‘03 琉球列島の陸水生物

‘15 クモを利用する策士
　クモヒメバチ

　（フィールドの生物学）

‘14 裏山の奇人
　（フィールドの生物学）

‘15 湿地帯中毒
　（フィールドの生物学）

‘13 アリの巣の生きもの図鑑

‘12 アリの巣をめぐる冒険
　（フィールドの生物学）

‘16 幻の鳥 オオトラツグミは
　キョローンと鳴く　
（フィールドの生物学）

‘15 奄美群島の
　自然史学

‘11 日本の鱗翅類

‘05 日本産水生昆虫

‘99 日本産土壌動物 ‘09 日本産クモ類

‘16 深海生物テヅルモヅルの

　（フィールドの生物学）

‘06 森と水辺の甲虫誌‘02 クモ学
‘14 相模湾産
　八放サンゴ類

‘10 果物学

‘13 鉱物結晶図鑑

‘14 相模湾産
　ウミシダ類

‘13 教授を魅了した　
大地の結晶

藻類 30億年の
自然史

鱗翅類学
入門

教養のための
昆虫学

グランパシフィコ航海記

海洋生命のダイナミックス
シリーズ

　南西諸島のササラダニ類

ホソカタムシの誘惑

‘08 潜水調査船が観た
　深海生物

●：助成刊行図書
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図１　企画の系統樹
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13　　図鑑をつくる気持ち、読みたい気持ち、売りたい気持ち

　
そ
し
て
、
で
き
れ
ば
③
「
き
れ
い
な
図
鑑
」
が
よ
い
。
往
々

に
し
て
、
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
は
真
実
に
近
い
。
図
鑑
の
写
真

や
図
版
は
、
現
実
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
理
想
の
真
実
で
あ
る
。

余
分
な
も
の
は
映
り
込
ま
ず
、
全
体
に
焦
点
が
合
い
、
誤
解
を

招
か
な
い
ポ
ー
ズ
の
写
真
や
絵
を
つ
く
る
の
は
、
相
当
に
手
間

が
か
か
る
。

　
①
〜
③
の
条
件
を
満
た
し
た
上
で
、
さ
ら
に
望
ま
れ
る
の
は

④
「
軽
い
図
鑑
」
で
あ
ろ
う
か
。
重
い
図
鑑
は
使
い
づ
ら
い
し
、

棚
か
ら
落
ち
て
く
れ
ば
危
険
で
す
ら
あ
る
。
し
か
し
、
条
件
の

①
や
②
を
追
及
す
れ
ば
、
ペ
ー
ジ
数
は
増
え
、
条
件
の
③
を
満

た
す
に
は
上
質
の
重
い
紙
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
い

図
鑑
を
つ
く
る
た
め
に
、
著
者
、
編
者
、
出
版
者
や
印
刷
業
者

の
方
々
の
努
力
が
、
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
思
え
ば
、
幼
少
の
頃
、
図
鑑
で
文
字
を
覚
え
、
毎
晩
図
鑑
を

読
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
最
近
、
息
子
も
毎
晩
図
鑑
を
読
ん
で

い
る
と
い
う
。
夏
休
み
に
学
校
か
ら
借
り
た
数
冊
の
本
は
、
す

べ
て
図
鑑
だ
っ
た
。
こ
の
事
態
を
微
笑
ま
し
く
も
思
う
が
、
妻

は
相
当
、
心
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
武
藤
文
人
「
図
鑑
を
読
む
気
持
ち
」、
私
書
）

　
私
も
同
感
だ
。「
読
ん
で
楽
し
く
、
使
っ
て
役
立
つ
図
鑑
」
は
図

鑑
づ
く
り
の
基
本
で
、「
読
み
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
図
鑑
」
を
つ

く
り
こ
ん
で
い
き
た
い
。

図
鑑
を
売
り
た
い
気
持
ち
①

─
想
定
す
る
読
者

　
最
も
出
版
業
界
が
盛
況
だ
っ
た
一
九
八
五
年
か
ら
約
十
年
間
、
小

会
の
売
上
高
も
右
肩
上
が
り
で
一
九
九
二
年
度
に
は
売
上
高
が
約
七

億
円
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
様
々
な
要
因
が
重
な
り
、
現
在
は
当
時

の
三
分
の
一
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

　
当
時
の
図
鑑
の
売
上
高
は
、
新
刊
・
既
刊
書
の
年
間
売
上
高
の
約

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
約
三
億
円
を
売
り
上
げ
て
い
た
。
現
在
、

図
鑑
の
売
上
高
は
高
価
な
図
鑑
の
刊
行
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の

の
、
平
均
で
年
間
売
上
高
の
数
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
〇
〇
〇
万
円

以
上
の
売
り
上
げ
が
あ
る
。
こ
こ
五
年
間
の
売
上
高
の
べ
ス
ト
10
を

調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
第
一
位
は
図
鑑
で
、
売
上
高
は
五
八
五
一
万
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円
。
圏
内
に
は
図
鑑
が
五
点
あ
っ
た
。
総
売
上
は
一
億
一
六
一
六
万

円
。
一
時
は
高
原
価
、
刊
行
の
遅
延
、
年
度
予
算
や
収
支
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
た
め
、
否
定
的
な
意
見
も
あ
っ
た
が
、
低
収
益
が
続

く
小
会
に
あ
っ
て
、
売
上
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
図
鑑
の
存
在
は

大
き
い
。

　
し
か
し
、
流
通
を
通
し
て
の
高
価
な
図
鑑
の
販
売
は
厳
し
い
。
研

究
機
関
や
大
学
の
図
書
費
、
研
究
費
の
削
減
な
ど
の
影
響
も
大
き
く
、

我
々
も
販
促
資
金
が
少
な
い
、
人
が
い
な
い
な
ど
の
経
営
資
源
が
乏

し
い
な
ど
、
売
上
に
結
び
つ
け
る
十
分
な
活
動
が
で
き
て
い
な
い
。

　
図
鑑
の
著
者
の
多
く
は
、
自
然
科
学
系
の
大
学
教
員
、
博
物
館
や

研
究
機
関
の
研
究
者
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
生
物
研
究
家
、
生
物
マ
ニ
ア

で
あ
る
。
図
鑑
の
想
定
読
者
は
、
既
存
の
図
鑑
に
満
足
で
き
な
い
層
、

自
然
科
学
系
の
研
究
者
、
理
学
・
農
学
・
水
産
系
大
学
の
研
究
室
、

大
学
院
生
、
自
然
系
研
究
者
を
目
指
す
初
学
者
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
生

物
研
究
家
・
マ
ニ
ア
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
。
著
者
も
読
者

も
ほ
ぼ
同
じ
研
究
領
域
に
位
置
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。
著
者
＝
イ
コ
ー
ル

読

者
が
成
り
立
つ
。
読
者
は
著
者
周
辺
に
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
私
は
一
九
九
五
年
頃
か
ら
自
然
科
学
系
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

（
以
下
、
Ｍ
Ｌ
）
を
利
用
し
、
販
売
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｌ

の
デ
ー
タ
か
ら
も
、
購
入
者
は
大
学
教
員
、
研
究
者
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
会
社
の
順
に
な
る
。
販
売
地
域
は
東
京
と
関
東
地
区
、
京
都
・
大

阪
で
あ
る
。

　
私
が
利
用
し
て
い
る
Ｍ
Ｌ
は
、
一
九
九
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
生

態
学
系
Ｍ
Ｌ
の
J
E
C
O
N
E
T
（
加
入
者
三
五
〇
〇
名
）、
進
化
生

物
系
の
E
V
O
L
V
E
（
二
五
六
四
名
）
と
日
本
分
類
学
会
連
合
の

T
A
X
A
（
一
〇
四
七
名
）
だ
。
一
定
の
自
然
科
学
系
の
研
究
者
に

コ
ス
ト
と
い
う
リ
ス
ク
な
し
に
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
情
報
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
、
直
販
で
少
し
で
も
売
上
高
の
確
保
を
し
た
い
、
刊
行

前
に
書
籍
の
反
響
を
確
か
め
た
い
と
い
う
思
い
で
始
め
た
。

　
著
者
の
方
々
に
図
鑑
の
刊
行
情
報
と
購
入
の
決
め
手
に
つ
い
て
質

問
を
行
っ
た
。「
刊
行
情
報
は
ど
こ
で
得
た
の
か
」
と
の
質
問
に
は
、

①
刊
行
さ
れ
る
ら
し
い
と
い
う
噂
、
②
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら

の
情
報
、
③
友
人
・
知
人
の
研
究
者
か
ら
の
情
報
、
④
内
容
見
本
、

⑤
新
聞
広
告
、
⑥
「
こ
れ
か
ら
で
る
本
」、
⑦
学
会
販
売
、
⑧
新
刊

情
報
、
と
な
っ
た
。
購
入
の
決
め
手
は
、
①
研
究
・
教
育
に
必
要
で

あ
り
必
需
品
、
②
内
容
に
関
し
て
信
頼
と
評
判
、
③
予
算
が
あ
る
、

④
著
者
割
引
が
あ
る
、
⑤
購
入
依
頼
が
あ
っ
た
、
と
な
っ
た
。
購
入

方
法
は
、
①
出
版
社
よ
り
著
者
割
引
購
入
、
②
生
協
な
ど
学
内
、
③

出
入
り
の
業
者
、
④
学
会
販
売
、
⑤
ア
マ
ゾ
ン
、
⑥
図
書
館
へ
購
入

を
依
頼
、
の
順
番
に
な
っ
た
。
図
鑑
の
販
売
に
関
し
て
は
、
徐
々
に

直
販
の
比
率
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
注
文
数

は
直
販
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
流
通
は
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
四
年
で

は
直
販
が
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
流
通
が
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
ほ
ぼ
同
率
く
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

図
鑑
を
売
る
気
持
ち
②
─
─
た
と
え
ば『
日
本
産
有
剣
ハ
チ
類
図
鑑
』

　『
日
本
産
有
剣
ハ
チ
類
図
鑑
』
は
、こ
の
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
（
Ｂ

5
判
上
製
、
製
作
部
数
一
二
〇
〇
部
、
七
八
〇
頁
、
定
価
二
五
九
二
〇
円
、
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15　　図鑑をつくる気持ち、読みたい気持ち、売りたい気持ち

製
造
直
接
費
は

五
一
三
万
円
）。

ス
ズ
メ
バ
チ
な

ど
を
解
説
し
た

図
鑑
で
あ
る
。

　
編
集
者
の
売

上
目
標
は
、
ま

ず
は
製
造
直
接

費
の
回
収
、
年

間
販
売
数
一
〇

〇
〇
部
、
売
上

高
一
八
〇
〇
万

円
と
し
た
。

　
刊
行
し
た
三
月
か
ら
九
月
ま
で
の
流
通
と
直
販
の
注
文
数
を
図
2

に
示
し
た
。
総
売
上
数
は
七
七
六
冊
、
総
売
上
高
は
一
三
五
三
万
三

四
〇
一
円
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
流
通
で
の
売
上
は
、
三
九
三
冊
、
六

七
六
万
四
八
三
二
円
に
な
っ
た
。
直
販
の
売
上
は
、
三
八
三
冊
、
う

ち
六
本
脚
な
ど
が
一
〇
八
冊
、
六
七
七
万
四
五
六
九
円
の
売
上
高
に

な
っ
た
。
流
通
と
直
販
の
比
率
は
、
ほ
ぼ
五
〇
対
五
〇
。
売
上
は
刊

行
月
、
翌
月
、
翌
々
月
で
下
降
に
転
じ
る
最
近
の
書
籍
販
売
に
よ
く

見
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
（
図
2
）。

　
特
定
の
狭
い
分
野
を
扱
う
図
鑑
の
販
売
を
考
え
る
と
、
著
者
で
あ

る
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
、
消
費
者
で
あ
る
読
者
も
特
定
領
域
の
研
究

者
な
の
だ
。
地
元
で
つ
く
っ
て
地
元
で
売
る
よ
う
な
も
の
だ
。
も
っ

と
効
果
的
に
、
よ
り
多
く
販
売
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
り

そ
う
だ
。
著
者
の
協
力
が
、
確
実
な
「
売
上
を
つ
く
る
」
こ
と
に
な

る
。
特
定
分
野
の
図
鑑
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
読
者
層
と
販
路
は
彼
ら

が
掴
ん
で
い
る
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
編
集
者
の
「
売
り
た
い
気
持
ち
」
も
必

要
な
の
だ
。「
つ
く
り
た
い
気
持
ち
」
が
あ
る
の
な
ら
、
収
益
を
上

げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
収
益
が
経
営
の
一
翼
を
担
う
の
だ
。

　
私
は
、
魚
類
図
鑑
の
著
者
で
あ
る
益
田
一
さ
ん
の
次
の
言
葉
は
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
つ
く
っ
た
ら
、
売
ら
な
い
と
、
次
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
」

注
文
冊
数

流通・売上部数

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

直販・売上部数

図２　流通と直販の注文冊数の比較
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19　　大学出版部ニュース

　
協
会
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
四
巻
を
刊
行
へ

　
あ
れ
だ
け
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
発
言
を
繰
り

返
し
た
人
物
が
大
統
領
に
当
選
し
た
の
は
、
多

く
の
有
権
者
は
自
分
に
利
益
を
与
え
て
く
れ
る

と
判
断
し
た
人
間
に
一
票
を
投
じ
る
か
ら
で
あ

る
。
当
人
は
た
だ
社
会
的
に
正
当
化
さ
れ
た
無

数
の
「
差
別
」
を
日
々
行
使
す
る
な
か
で
、
女

性
へ
の
差
別
発
言
を
無
意
識
の
う
ち
に
取
り
違

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
予
想
外
の
反
発
に
は

本
人
が
い
ち
ば
ん
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
、
差
別
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が
発
せ

ら
れ
て
も
、
社
会
に
は
巧
妙
な
装
置
に
よ
っ
て

正
当
化
さ
れ
た
差
別
が
多
く
あ
り
す
ぎ
て
、
な

か
な
か
そ
の
本
質
が
見
え
て
こ
な
い
。
見
え
な

い
た
め
に
、
私
た
ち
に
は
十
分
な
意
識
化
が
で

き
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
生
活
上
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
が
進
む
の
は
良
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
駅
の

階
段
で
障
害
者
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
な
か
っ

た
自
分
を
恥
じ
る
機
会
も
失
わ
れ
て
い
く
の
だ
。

差
別
に
つ
い
て
は
、
米
国
大
統
領
選
の
最
中
に

ミ
シ
ェ
ル
・
オ
バ
マ
大
統
領
夫
人
が
こ
ん
な
演

説
を
行
な
っ
た
こ
と
を
、
作
家
の
中
島
京
子
さ

ん
が
伝
え
て
い
る
。「
自
分
と
違
う
立
場
や
境

遇
に
あ
る
人
と
接
す
る
こ
と
が
少
な
い
人
は
し

ば
し
ば
、
人
間
を
『
我
々
（us
）』
と
『
や
つ

ら
（them

）』
に
分
け
て
し
ま
う
。『
や
つ
ら
』

と
触
れ
合
わ
ず
、
姿
が
見
え
な
け
れ
ば
、
人
間

扱
い
を
し
な
い
こ
と
が
容
易
に
な
る
。
軽
蔑
す

る
よ
う
に
も
な
る
。
で
も
本
当
は
『
彼
ら
は
、

私
た
ち
』
な
の
だ
。
差
別
と
は
、
本
来
対
等
で

あ
る
べ
き
私
た
ち
が
、
私
た
ち
自
身
を
『us

とthem

』
に
分
け
て
し
ま
う
こ
と
な
の
だ
」。

　
現
在
協
会
で
は
、
偏
見
や
差
別
は
な
く
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
　
を
テ
ー
マ
に
、
心
理
学
、

障
害
学
、
社
会
学
の
専
門
家
に
よ
る
執
筆
・
鼎

談
の『
対
立
を
乗
り
越
え
る
心
と
実
践（
仮
題
）』

を
二
月
上
梓
に
向
け
て
準
備
中
で
あ
る
。

　
日
比
谷
で
地
域
創
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
一
二
月
一
〇
日
（
土
）
に
日
比
谷
図
書
文
化

館
で
、
岩
手
大
学
宮
澤
賢
治
セ
ン
タ
ー
と
大
学

出
版
部
協
会
共
催
の
「
賢
治
と
語
り
合
う
21
世

紀
の
地
域
創
生
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。

講
演
で
は
、
東
京
学
芸
大
学
石
井
正
己
先
生
が
、

柳
田
国
男
の
『
遠
野
物
語
』
の
中
の
一
話
を
引

い
て
き
て
、
賢
治
の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
と
対

置
す
る
視
点
を
探
り
だ
し
、
大
震
災
以
降
の
日

本
人
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
法
政
大

学
岡
村
民
夫
先
生
は
、
賢
治
の
創
作
『
竜
と
詩

人
』
を
紹
介
し
な
が
ら
、
文
学
者
と
は
別
な
農

業
指
導
者
と
し
て
の
賢
治
に
光
を
あ
て
、「
大

地
の
設
計
者
」
と
い
う
賢
治
の
興
味
深
い
姿
を

明
示
さ
れ
た
。
二
百
席
の
会
場
は
熱
心
な
聴
講

者
で
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
宮
沢
賢
治
の
異
分
野
を
も

巻
き
込
む
た
ぐ
い
稀
な
想
像
力
に
打
た
れ
た
よ

う
に
、
一
時
間
半
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
短
く
も
感

じ
ら
れ
た
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

大学出版部ニュース
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北
海
道
大
学
出
版
会

▼
永
盛
俊
行
・
永
盛
拓
行
・
芝
田
翼
・
黒
田

哲
・
石
黒
誠
著
『
完
本 

北
海
道
蝶
類
図
鑑
』

（
B
5
判
・
四
〇
六
頁
・
一
三
〇
〇
〇
円
）
土

着
種
全
一
一
六
種
を
収
録
。
成
虫
全
種
の
野
外

写
真
と
♂
♀
表
裏
の
標
本
写
真
に
加
え
、
幼
生

期
の
生
活
史
や
食
草
（
樹
）
も
写
真
で
紹
介
。

▼
藤
木
利
之
・
三
好
教
夫
・
木
村
裕
子
著
『
日

本
産
花
粉
図
鑑
　
増
補
・
第
2
版
』（
B
5
判
・

一
〇
一
六
頁
・
一
八
〇
〇
〇
円
）
一
六
三
七
種

の
花
粉
の
走
査
電
顕
・
光
顕
撮
影
写
真
と
解
説
。

▼
須
崎
忠
助
画
／
加
藤
克
・
高
橋
英
樹
・
中
村

剛
・
早
川
尚
解
説『
須
崎
忠
助
植
物
画
集
―「
大

雪
山
植
物
其
他
」』（
B
5
判
・
一
一
二
頁
・
二

五
〇
〇
円
）『
北
海
道
主
要
樹
木
図
譜
』
の
画

工
に
よ
る
未
発
表
作
が
90
年
の
時
を
経
て
甦
る
。

▼
高
橋
英
樹
編
著
『
ラ
ン
の
王
国
』（
A
4
判
・

一
三
二
頁
・
一
八
〇
〇
円
）
国
内
外
の
野
生
ラ

ン
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
。
昆
虫
や
菌
類
と
の

共
生
等
の
適
応
戦
略
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

▼
日
本
地
質
学
会
北
海
道
支
部
監
修
／
石
井
正

之
・
鬼
頭
伸
治
・
田
近
淳
・
宮
坂
省
吾
編
著

『
北
海
道
自
然
探
検
　
ジ
オ
サ
イ
ト
1
0
7
の

旅
』（
四
六
判
・
三
七
二
頁
・
二
八
〇
〇
円
）

魅
力
あ
ふ
れ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
（
地
形
・
地
質
現

象
）
を
紹
介
。
こ
の
目
で
見
た
い
大
自
然
！

弘
前
大
学
出
版
会

▼
ル
ネ
・
H
、
デ
ビ
ッ
ド
・
C
・
M
／
森
本 

洋
介
（
監
訳
）
上
松
恵
理
子
・
斎
藤
俊
則
・
菅

原
真
悟
・
中
村
純
子
・
村
上
郷
子
・
和
田
正
人

（
訳
）『
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
出
会

う
―
小
学
生
が
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
ポ
ッ
プ

カ
ル
チ
ャ
ー
に
向
き
合
う
た
め
に
』（
B
5
判
・

二
二
二
頁
・
二
〇
〇
〇
円
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
小
学
校
に
お
け
る
教
育
の
現
場
で
発
見
さ
れ

た
多
様
な
課
題
と
問
題
点
を
体
系
化
し
、
子
供

た
ち
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
実
践
方
法
を
提
案
す
る
。
本
書

の
独
自
性
は
、
我
が
国
で
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

の
取
り
組
み
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
有
益
か
つ

新
し
い
道
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

▼
和
氣
太
司
著
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
私
立
大
学

―
発
展
の
仕
組
み
と
特
徴
』（
A
5
判
・
一
六

六
頁
・
三
七
五
〇
円
）
世
界
最
大
の
島
嶼
国
家

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
そ
の
人
口
は
世
界
第
4
位
の

2
億
5
千
万
に
及
ぶ
。
教
育
の
普
及
も
進
み
、

現
在
4
千
近
い
大
学
が
あ
る
が
、
そ
の
96
％
を

私
学
が
占
め
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
の
私
立

大
学
と
そ
の
経
営
主
体
で
あ
る
設
置
者
に
注
目

し
、
社
会
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
し
拡

大
を
遂
げ
た
私
立
大
学
の
発
展
の
仕
組
み
と
特

徴
を
実
証
的
に
浮
彫
り
に
す
る
。

東
北
大
学
出
版
会

▼Izum
i T

akeo

著
『Painting of Bam

boo  

Flutes
:A

 H
istory and

 G
enealogy of  

Shakuhachi Perform
ance

』（
A
5
判
・
一

五
四
頁
・
二
四
〇
〇
円
）既
刊『
竹
を
吹
く
人
々

―
描
か
れ
た
尺
八
奏
者
の
歴
史
と
系
譜
』
の
英

語
版
。
絵
画
作
品
に
残
さ
れ
た
尺
八
吹
き
の
姿

を
追
い
、
文
献
資
料
の
読
解
を
加
え
つ
つ
、
古

代
か
ら
近
世
に
至
る
そ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か

な
生
態
を
歴
史
文
化
史
的
に
た
ど
る
。
日
本
の

文
化
と
歴
史
を
伝
え
る
一
冊
。

▼
中
嶋
正
道
・
荒
井
克
俊
・
岡
本
信
明
・
谷
口

順
彦
編
『
水
産
遺
伝
育
種
学
』（
B
5
判
・
二

三
六
頁
・
三
五
〇
〇
円
）
遺
伝
学
を
主
と
し
て

生
態
学
や
分
類
学
、
生
理
学
、
統
計
学
、
生
殖
・

発
生
生
物
学
な
ど
様
々
な
学
問
を
ベ
ー
ス
に
し

た
、
新
た
な
「
水
産
遺
伝
育
種
学
」
の
入
門
書
。

初
学
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
基
本
資
料

や
図
版
を
豊
富
に
収
録
。

▼
花
輪
公
雄
著
『
東
北
大
学
出
版
会
ブ
ッ
ク
レ

ッ
ト
0
0
2
　
続
　
若
き
研
究
者
の
皆
さ
ん

へ
―
青
葉
の
杜
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』（
A
5

判
・
一
一
〇
頁
・
九
〇
〇
円
）
海
洋
物
理
学
の

専
門
家
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
集
の
続
編
。
多
様
な

切
り
口
か
ら
、
新
時
代
を
担
う
若
き
研
究
者
た

ち
へ
の
提
言
を
軽
快
な
筆
致
で
つ
づ
る
。

p20-29_109号_ニュース.indd   20 2016/12/20   17:29



21　　大学出版部ニュース

流
通
経
済
大
学
出
版
会

▼
陳
蕭
蕭
著
『
中
国
女
子
労
働
者
の
階
級
と
消

費
空
間
』（
A
5
判
・
二
四
二
頁
・
三
三
○
○

円
）
本
書
は
、
中
国
の
新
興
工
業
都
市
・
大
連

開
発
区
に
お
け
る
女
子
労
働
者
の
、
消
費
、
社

会
階
級
、
空
間
の
実
証
研
究
を
通
し
て
、
現
代

中
国
の
消
費
社
会
化
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

▼
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
K
・
ヘ
イ
ズ
、
ア
リ
ッ
シ

ャ
A
・
ミ
ラ
ー
著
／
中
谷
秀
樹
訳
『
レ
ベ
ニ
ュ

ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
概
論
―
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
産
業
の
経
営
理
念
』（
B
5
判
・
五
〇
四

頁
・
二
七
〇
〇
円
）
本
書
は
『
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
産
業
の
レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
二
〇
十
四
年
十
月
刊
行
）』
の
改
訂
版
で
あ
る
。

レ
ベ
ニ
ュ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
産
業
特
有
の
供
給
制
限
を
伴
う

限
り
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
な
顧
客
に
、

最
適
な
場
所
と
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
供
す
る
た
め

の
価
格
設
定
と
売
上
の
最
適
化
戦
略
で
あ
る
。

▼
中
山
秀
登
著
『
民
法
の
流
れ
図
―
物
権
』

（
B
5
判
・
三
六
二
頁
・
三
二
四
〇
円
）
筆
者

自
身
、
図
解
し
て
初
め
て
、
民
法
を
理
解
す
る

こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
法
律
問
題

に
直
面
し
た
際
に
、
本
書
の
よ
う
に
図
解
し
て

み
る
と
、
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聖
学
院
大
学
出
版
会

▼
松
本
祐
子
著
『
魔
女
は
真
昼
に
夢
を
織
る
』

（
A
5
判
・
二
五
六
頁
・
二
三
〇
〇
円
）
第
Ⅰ

部
に
は
、〈W

itches W
eave the W

orld

〉
か
ら

想
起
さ
れ
る
、
み
ず
か
ら
の
手
で
世
界
を
紡
ご

う
と
す
る
異
端
の
〈
魔
女
〉
た
ち
を
ヒ
ロ
イ
ン

と
し
た
創
作
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー「
魔
女
の
森
」、「
氷

姫
」、「
ガ
ラ
ス
の
靴
」
を
、
第
Ⅱ
部
「
語
り
の

魔
法
に
魅
せ
ら
れ
て
」
に
は
、
物
語
世
界
に
表

象
さ
れ
た
〈
魔
法
〉
を
め
ぐ
る
論
考
「
魔
法
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
に
見
る
知
と
力
の
関
係
」、「
お
と

ぎ
話
の
功
罪
」、「
魔
法
の
食
卓
」、「
魔
法
に
か

け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
」
と
コ
ラ
ム
を
収
録
。

神
話
や
伝
説
、
古
典
的
名
作
か
ら
、
映
画
、
ラ

イ
ト
ノ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
作
品
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
言
葉
の

持
つ
魔
法
の
力
を
検
証
し
、
現
代
人
が
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
を
必
要
と
す
る
理
由
を
解
き
明
か
す
。

カ
バ
ー
イ
ラ
ス
ト
：
佐
竹
美
保

聖
徳
大
学
出
版
会

▼
川
並
知
子
・
広
瀬
知
里
共
著
『
子
ど
も
と
親

の
た
め
の
お
り
が
み
ア
イ
デ
ィ
ア
』（
B
5
判
・

一
二
八
頁
・
一
五
〇
〇
円
）
幼
児
が
無
理
な
く

折
り
紙
遊
び
を
楽
し
め
る
方
法
や
、「
折
る
」

だ
け
で
、
簡
単
に
折
り
紙
を
三
等
分
や
五
等

分
・
六
等
分
に
で
き
る
技
法
も
取
り
上
げ
た
。

新
た
な
折
り
紙
の
魅
力
に
気
づ
け
る
一
冊
。

▼
川
並
知
子
著
『
さ
く
ら
紙
あ
そ
び
』（
B
5

判
・
六
四
頁
・
六
五
〇
円
）「
さ
く
ら
紙
」（
お

は
な
紙
）
の
遊
び
方
別
に
構
成
し
、
作
品
の
活

用
例
も
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載
。
親
子
で
の
紙
遊
び

か
ら
保
育
現
場
で
の
活
用
な
ど
、
ぜ
ひ
手
本
と

し
て
さ
く
ら
紙
あ
そ
び
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
。
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慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

▼
N
・
グ
ッ
ド
マ
ン
著
、
戸
澤
義
夫
・
松
永
伸

司
訳
『
芸
術
の
言
語
』（
四
六
判
・
三
〇
四
頁
・

予
価
四
二
〇
〇
円
）
絵
画
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、

建
築
…
…
芸
術
は
す
べ
て
現
実
の
部
分
を
分
類

す
る
記
号
と
し
て
、
私
た
ち
が
生
き
る
世
界
の

理
解
と
、
そ
の
世
界
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
る
。

現
代
美
学
お
よ
び
英
米
哲
学
一
般
に
お
い
て
、

芸
術
の
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
根
本
的
に
転

換
し
た
分
析
美
学
の
最
重
要
書
。

▼
松
居
竜
五
著
『
南
方
熊
楠
―
複
眼
の
学
問
構

想
』（
A
5
判
・
六
八
八
頁
・
四
二
〇
〇
円
）

世
界
各
地
を
自
ら
踏
破
し
、
古
今
東
西
の
膨
大

な
時
空
に
拡
が
る
文
献
を
駆
使
し
て
、N

ature
やN

otes and Q
ueries

に
四
〇
〇
篇
近
い
英
文

論
考
を
発
表
。
西
欧
の
知
的
潮
流
に
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
独
創
的
な
知
を
紡
い
だ
学
者
南
方

熊
楠
、
誕
生
の
軌
跡
。

▼
タ
ナ
ハ
シ
・
コ
ー
ツ
著
、
池
田
年
穂
訳
『
世

界
と
僕
の
あ
い
だ
に
』（
四
六
判
・
一
九
二
頁
・

二
四
〇
〇
円
）
父
か
ら
子
へ
、
今
何
を
語
れ
る

か
。
黒
人
の
肉
体
は
自
ら
の
所
有
物
で
は
な
く
、

「
国
民
の
自
由
と
平
等
」
を
掲
げ
、
白
人
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
祖
国
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
支
え

て
き
た
資
源
に
す
ぎ
な
い
。
透
徹
し
た
眼
差
し

で
描
く
ア
メ
リ
カ
の
現
在
。
全
米
図
書
賞
受
賞
。

専
修
大
学
出
版
局

▼
専
修
大
学
今
村
法
律
研
究
室
編
『
今
村
力
三

郎
訴
訟
記
録
第
四
十
六
巻
　
神
兵
隊
事
件
　
別

巻
五
』（
A
5
判
・
四
四
八
頁
・
五
六
〇
〇
円
）

昭
和
八
年
七
月
に
起
き
た
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事

件
で
、
殺
人
罪
、
放
火
予
備
罪
、
爆
発
物
取
締

罰
則
違
反
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
東
京
地
方
裁
判

所
で
予
審
に
付
さ
れ
た
神
兵
隊
事
件
の
被
告
人

五
四
名
の
、
訊
問
調
書
写
の
後
半
部
分
を
収
録

（
前
半
部
分
は
別
巻
四
に
収
録
）。
こ
の
訊
問
調

書
は
、
事
件
の
予
審
終
結
意
見
書
に
お
い
て
、

被
告
人
等
の
行
為
が
内
乱
予
備
罪
に
相
当
す
る

と
の
判
断
を
、
予
審
判
事
が
行
う
根
拠
と
な
っ

た
重
要
資
料
で
あ
る
。

＊
「
神
兵
隊
事
件
」
既
刊
　
好
評
発
売
中

▼
『
今
村
力
三
郎
訴
訟
記
録
第
四
十
二
〜
五
巻
　

神
兵
隊
事
件
　
別
巻
一
〜
四
』（
二
〇
一
三
〜

一
六
年
刊
行
）
昭
和
八
年
当
時
の
国
家
改
造
計

画
や
経
済
政
策
案
、
満
蒙
問
題
関
連
資
料
、
予

審
被
告
人
尋
問
調
書
な
ど
を
収
録
。

▼
『
今
村
力
三
郎
訴
訟
記
録
第
八
〜
九
巻
　
神

兵
隊
事
件
　
一
〜
二
』（
一
九
八
四
〜
八
五
年

刊
行
）
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
の
予
審
請
求
書
、

証
拠
資
料
、
判
決
書
な
ど
を
収
録
。

麗
澤
大
学
出
版
会

▼
孔
徳
成
著
／
淡
島
成
高
編
訳
『
孔
子
直
系
第

七
十
七
代 
孔
徳
成
が
説
く
孔
子
の
思
想
』

（
A
5
判
・
カ
ラ
ー
口
絵
二
十
頁
・
本
文
二
八

八
頁
・
一
八
〇
〇
円
）。

台
湾
大
学
等
で
、
五
十
余
年
、
古
代
の
「
礼
学
」

研
究
、「
金
文
」
研
究
と
教
育
に
心
魂
を
傾
け

ら
れ
た
孔
徳
成
氏
の
講
演
集
。
民
族
・
国
家
・

宗
教
の
対
立
等
、
多
く
の
問
題
に
直
面
す
る
現

代
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
孔
子
の
「
仁
」（
愛
、

慈
し
み
、
思
い
や
り
）
の
精
神
。
そ
の
要
諦
を

分
か
り
や
す
く
語
る
。

〈
目
次
〉

孔
子
の
生
涯
と
思
想
／
孔
子
が
重
ん
じ
た
道

徳
・
知
識
・
学
問
／
孔
子
思
想
の
東
ア
ジ
ア
へ

の
影
響
／
「
孝
」
の
本
質
／
儒
家
の
「
伝
統
」

観
念
／
廣
池
千
九
郎
博
士
の
伝
統
に
つ
い
て
の

考
察
／
孔
子
の
思
想
と
精
神
／
孔
子
の
処
世
訓

／
孔
子
の
家
庭
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
／
現

代
社
会
と
孔
子
の
思
想
／
孔
徳
成
先
生
事
績
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玉
川
大
学
出
版
部

▼
有
本
章
著
『
大
学
教
育
再
生
と
は
何
か
―
大

学
教
授
職
の
日
米
比
較
』（
A
5
判
・
五
九
二

頁
・
六
二
〇
〇
円
）
中
世
の
大
学
か
ら
近
代
の

大
学
に
至
る
歴
史
に
学
び
つ
つ
、
国
際
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
日
本
の
大
学
や
大
学
教
授
職

の
現
状
と
課
題
を
分
析
す
る
。
立
ち
遅
れ
た
日

本
の
大
学
は
い
か
に
再
出
発
で
き
る
の
か
。
長

年
、
高
等
教
育
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者
に

よ
る
、
二
十
一
世
紀
の
大
学
へ
の
提
言
。

▼
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ブ
リ
ス
・
イ
ー
ト
ン
著
／
谷

川
道
子
・
伊
藤
愉
編
訳
『
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と

ブ
レ
ヒ
ト
の
演
劇
』（
四
六
判
・
三
四
四
頁
・

三
八
〇
〇
円
）
二
〇
世
紀
前
半
の
激
動
の
時
代

に
、
演
劇
と
社
会
と
の
関
係
を
問
い
な
が
ら
、

新
し
い
理
論
と
方
法
を
追
求
し
つ
づ
け
た
二
人

の
演
劇
人
の
関
係
を
読
み
解
く
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
（
本
邦
初
訳
）
と
谷
川
道
子
・
伊

藤
愉
・
鴻
英
良
の
論
考
を
併
録
す
る
。

▼
寺
本
潔
編
／
青
木
寛
子
絵
『〈
玉
川
百
科 

こ

ど
も
博
物
誌
〉
ぐ
る
っ
と
地
理
め
ぐ
り
』（
A
4

判
・
一
六
〇
頁
・
四
八
〇
〇
円
）
旅
の
ル
ー
ト

を
た
ど
り
な
が
ら
、
日
本
と
世
界
各
地
の
特
色

あ
る
風
景
や
食
べ
物
、
歴
史
や
文
化
を
追
体
験
。

細
部
に
こ
だ
わ
っ
た
絵
と
簡
潔
な
言
葉
で
説
明

す
る
、
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
。

大
正
大
学
出
版
会

▼
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
編
『
地
域
人
』

（
A
4
判
・
平
均
一
四
四
頁
・
八
一
五
円
・
毎

月
十
日
発
売
）「
現
代
社
会
の
最
優
先
課
題
は
、

地
域
創
生
に
あ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
実

態
理
解
と
再
生
の
方
法
論
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
覚

か
ら
紹
介
す
る
地
域
情
報
満
載
の
総
合
情
報
誌
。

地
域
特
集
で
は
、
現
地
取
材
を
も
と
に
、
物
事

を
経
済
的
視
点
だ
け
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、

多
様
な
文
化
、
歴
史
、
暮
ら
し
に
至
る
ま
で
を

掘
り
起
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
一
方
で
、

地
域
創
生
と
は
何
か
を
豪
華
連
載
人
に
よ
る
、

人
口
、
産
業
、
食
文
化
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

ふ
る
さ
と
と
信
仰
な
ど
、
社
会
か
ら
心
の
問
題

ま
で
幅
広
い
提
言
を
毎
号
掲
載
す
る
。

第
一
五
号 

特
集
―
ふ
る
さ
と
納
税
と
地
域
創

生
―
そ
の
人
気
、
効
果
と
問
題
―
／
寄
付
金
額

上
位
自
治
体
の
成
功
事
例
／
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー

で
交
流
人
口
増
／
復
興
支
援
ふ
る
さ
と
納
税
／

ふ
る
さ
と
納
税
の
功
績
と
課
題
他

中
央
大
学
出
版
部

▼
髙
橋
治
男
著
『
交
友
余
情
―
忘
れ
え
ぬ
師
友

の
肖
像
』（
四
六
判
・
一
七
○
頁
・
一
二
〇
〇

円
）
仏
文
学
者
が
活
写
し
た
恩
師
と
友
人
二
〇

名
の
肖
像
。
敬
愛
と
友
情
、
理
解
と
ユ
ー
モ
ア

に
満
ち
た
珠
玉
の
エ
ッ
セ
イ
。
弔
辞
ま
た
は
追

悼
文
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
多
彩
で
個
性
豊

か
な
師
友
た
ち
、
鈴
木
力
衛
、
竹
村
猛
、
福
永

武
彦
、
白
井
健
三
郎
、
三
宅
徳
嘉
、
並
木
康
彦
、

野
沢
協
、
山
﨑
庸
一
郎
、
丸
山
圭
三
郎
な
ど
の

あ
ま
り
知
ら
れ
ざ
る
姿
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

▼
土
田
哲
夫
編
『
近
現
代
東
ア
ジ
ア
と
日
本
―

交
流
・
相
剋
・
共
同
体
』（
A
5
判
・
三
六
八

頁
・
四
二
〇
〇
円
）
内
外
の
歴
史
家
が
近
現
代

の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
と
の
間
の
複
雑
な
交
流
と

相
剋
の
歴
史
を
説
き
明
か
し
、
日
本
と
ア
ジ
ア

の
和
解
と
共
生
の
道
を
展
望
。

▼
高
橋
宏
幸
・
加
治
敏
雄
・
丹
沢
安
治
編
著

『
現
代
経
営
戦
略
の
軌
跡
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
と
戦
略
的
対
応
』（
A
5
判
・
三
六
四
頁
・

四
三
〇
〇
円
）
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
の
下
で
の
戦
略
的
対
応
。
グ
ル

ー
プ
経
営
、
親
子
会
社
に
お
け
る
法
と
戦
略
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
外
国
人
労
働
者
政
策
、
言

語
使
用
問
題
、
中
小
企
業
の
受
注
戦
略
な
ど
が

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
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東
京
大
学
出
版
会

▼
川
添
愛
著
『
精
霊
の
箱
―
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
マ

シ
ン
を
め
ぐ
る
冒
険
（
上
・
下
）』（
A
5
判
・

各
三
一
二
頁
・
各
二
六
〇
〇
円
）
新
米
魔
術
師

ガ
レ
ッ
ト
に
次
々
と
襲
い
く
る
苦
難
と
試
練
。

物
語
の
謎
を
解
き
な
が
ら
「
計
算
」
と
「
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
」
の
基
礎
を
楽
し
く
学
ぶ
。
ヒ
ッ
ト

作
『
白
と
黒
の
と
び
ら
』
待
望
の
続
編
。

▼
竹
峰
義
和
著
『〈
救
済
〉
の
メ
ー
デ
ィ
ウ
ム

―
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ア
ド
ル
ノ
、
ク
ル
ー
ゲ
』（
四

六
判
・
四
七
二
頁
・
五
九
〇
〇
円
）
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
学
派
の
思
想
家
た
ち
が
遺
し
た
テ
キ
ス

ト
を
内
在
的
に
精
読
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
孕

ま
れ
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
再
起
動
し
、〈
救

済
〉
の
音
楽
を
鳴
り
響
か
せ
る
。

▼
久
保
川
達
也
・
国
友
直
人
著
『
統
計
学
』

（
A
5
判
・
三
五
二
頁
・
二
八
〇
〇
円
）
豊
富

な
図
を
用
い
て
、
統
計
学
を
学
ぶ
動
機
づ
け
か

ら
、
社
会
や
経
済
へ
の
応
用
ま
で
を
丁
寧
に
説

明
す
る
初
学
者
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
。

▼
田
中
亘
著
『
会
社
法
』（
A
5
判
・
八
〇
〇

頁
・
三
八
〇
〇
円
）
初
学
者
向
け
の
基
礎
事
項

か
ら
実
務
家
向
け
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ま
で
、
会

社
法
の
す
べ
て
を
概
説
。
基
本
原
則
や
制
度
趣

旨
な
ど
初
歩
に
始
ま
り
、
実
務
上
の
運
用
や
争

点
な
ど
実
践
的
な
知
識
も
数
多
く
提
示
す
る
。

東
京
電
機
大
学
出
版
局

▼
若
山
芳
三
郎
著
『
学
生
の
た
め
の Excel 

VBA

　
第
2
版
』（
B
5
判
・
一
四
四
頁
・
一

八
〇
〇
円
）
V
B
A
と
は
、M

icrosoft O
ffice

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
共
通
し
て
利
用
で
き

る
マ
ク
ロ
言
語
で
あ
る
。
V
B
A
を
マ
ス
タ
ー

す
る
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
作
成
し
、
複
雑
な
作
業
を
効
率
化
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
V
B
A
を
用
い
て
、

Excel

を
十
二
分
に
活
用
す
る
た
め
の
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
。
V
B
A
の
概
要
か
ら
、
マ
ク
ロ
の

作
成
・
実
行
方
法
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
の
作
成
方
法
ま
で
を
解
説
。
初
学
者
で
も

学
び
や
す
い
よ
う
、
基
本
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
記
述
方
法
、
エ
ラ
ー
処
理
の
仕
方
に
つ
い

て
も
詳
解
し
て
い
る
。
ま
た
、実
用
的
な
例
題
・

演
習
問
題
を
豊
富
に
掲
載
し
て
お
り
、
実
際
に

作
業
を
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
で
、
V

 
B
 

A
の
基
礎
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
政
大
学
出
版
局

▼
久
米
雅
雄
『
は
ん
こ
』（
四
六
判
・
三
四
四

頁
・
三
四
〇
〇
円
）「
漢
委
奴
国
王
」
印
、「
親

魏
倭
王
」
印
、
歴
代
の
「
天
皇
御
璽
」、「
大
日

本
国
璽
」、「
武
家
の
は
ん
こ
」
か
ら
「
庶
民
の

は
ん
こ
」
ま
で
、
歴
史
学
と
考
古
学
の
知
見
を

綜
合
し
、
文
献
史
料
と
実
物
資
料
を
も
と
に
印

章
を
め
ぐ
る
数
々
の
謎
に
挑
む
。

▼
齋
藤
元
紀
・
澤
田
直
・
渡
名
喜
庸
哲
・
西
山 

雄
二
編
『
終
わ
り
な
き
デ
リ
ダ
─
ハ
イ
デ
ガ
ー
、

サ
ル
ト
ル
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
の
対
話
』（
A
5

判
・
四
〇
八
頁
・
三
五
〇
〇
円
）
現
代
哲
学
を

つ
ら
ぬ
く
主
題
群
を
め
ぐ
り
強
靱
な
思
考
を
展

開
し
た
四
者
の
思
想
的
布
置
を
気
鋭
の
研
究
者

た
ち
が
考
察
す
る
。
デ
リ
ダ
に
よ
る
本
邦
初
訳

の
講
演
「
出
来
事
を
語
る
こ
と
の
あ
る
種
の
不

可
能
な
可
能
性
」
を
収
録
。

▼
K
・
ク
ラ
ウ
ス
／
池
内
紀
訳
『
人
類
最
期
の

日
［々
普
及
版
］』上
巻（
四
六
判
・
四
四
四
頁
・

四
七
〇
〇
円
）、
下
巻
（
四
六
判
・
三
八
六
頁
・

四
六
〇
〇
円
）
十
九
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
が
生
ん

だ
異
才
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
が
、
第
一
次
大
戦

中
に
現
実
に
語
ら
れ
た
言
葉
を
織
り
上
げ
、
人

類
が
た
ど
っ
た
悲
劇
を
描
い
た
空
前
絶
後
の
諷

刺
劇
。
ク
ラ
ウ
ス
に
情
熱
を
捧
げ
た
訳
者
に
よ

る
渾
身
の
書
き
下
ろ
し
解
説
！
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25　　大学出版部ニュース

武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局

▼
池
田
良
二
『
池
田
良
二 

ア
ー
ト
ワ
ー
ク

1975-2016 

静
慮
と
精
神
の
息
吹
』（
A
4

判
変
型
・
上
製
・
四
色
刷
・
一
八
四
頁
・
三
五

〇
〇
円
）

　
銅
版
画
家
池
田
良
二
の
、
四
〇
年
以
上
に
及

ぶ
表
現
活
動
の
軌
跡
を
辿
る
。
フ
ォ
ト
エ
ッ
チ

ン
グ
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
に
よ
っ

て
池
田
が
つ
く
り
出
す
モ
ノ
ト
ー
ン
の
銅
版
画

は
、
画
面
に
刻
ま
れ
た
深
い
闇
に
作
者
の
死
生

観
を
映
し
つ
つ
、
観
る
者
を
内
省
的
な
考
察
へ

と
誘
う
。
本
書
で
は
、
池
田
の
制
作
の
あ
ゆ
み

を
四
つ
の
時
代
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
毎

の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
な
が
ら
、
い
ず
れ

の
時
代
に
も
一
貫
し
た
池
田
の
表
現
と
対
峙
す

る
真
摯
な
姿
勢
が
生
み
出
し
た
作
品
群
を
俯
瞰

す
る
。
初
期
の
版
画
作
品
か
ら
新
作
ま
で
、
銅

版
画
を
中
心
に
約
九
〇
点
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
と

詳
細
な
年
譜
を
掲
載
。
陶
芸
や
木
工
な
ど
、
版

画
以
外
の
分
野
へ
の
多
様
な
展
開
も
紹
介
す
る
。

▼
【
近
刊
】
山
崎
博
『
計
画
と
偶
然
』（
A
4

判
変
型
・
一
九
二
頁
・
予
価
二
五
〇
〇
円
）

　
写
真
・
映
像
を
「
時
間
と
光
」
と
い
う
エ
ッ

セ
ン
ス
に
よ
っ
て
捉
え
た
山
崎
の
個
展
（
東
京

都
写
真
美
術
館
開
館
二
〇
周
年
記
念
展
、
三
月

七
日
〜
五
月
一
〇
日
予
定
）
作
品
集
。

武
蔵
野
大
学
出
版
会

▼
樋
口
一
葉
著
／
千
明
初
美
漫
画
『
漫
画
版

【
文
語
】
た
け
く
ら
べ
』（
A
5
判
・
二
四
〇

頁
・
二
五
〇
〇
円
）
樋
口
一
葉
『
た
け
く
ら

べ
』
の
原
文
（
文
語
）
を
、
漫
画
の
フ
キ
ダ
シ

に
収
め
て
解
説
し
た
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

新
し
い
タ
イ
プ
の
文
学
B
O
O
K
！

▼
ケ
ネ
ス
田
中
編
著
『
仏
教
と
気
づ
き
』（
四

六
判
・
一
七
六
頁
・
一
七
〇
〇
円
）
日
本
人
は

仏
教
を
「
信
じ
る
宗
教
」
だ
と
誤
解
し
て
い
る
。

仏
教
は
心
身
を
通
し
て
真
実
に
気
づ
く
「
気
づ

き
の
宗
教
」
な
の
だ
。「
何
に
、
ど
の
よ
う
に

気
づ
く
べ
き
な
の
か
？
」
武
蔵
野
大
学
の
仏
教

学
・
印
度
哲
学
の
専
門
家
が
、
独
自
の
視
点
か

ら
や
さ
し
く
解
説
す
る
。

▼
阿
部
和
穂
著
『
危
険
ド
ラ
ッ
グ
大
全
』（
A
5

判
・
二
五
六
頁
・
二
五
〇
〇
円
）
危
険
ド
ラ
ッ

グ
は
脳
に
ど
う
作
用
す
る
の
か
？
　
危
険
ド
ラ

ッ
グ
は
な
ぜ
や
め
ら
れ
な
い
の
か
…
？
　
薬
学

部
の
教
授
で
あ
る
薬
の
専
門
家
が
、
危
険
ド
ラ

ッ
グ
の
す
べ
て
を
豊
富
な
図
版
で
解
説
す
る
。

明
星
大
学
出
版
部

▼
明
星
大
学
教
職
セ
ン
タ
ー
編
『
第
2
版
　
教

員
を
目
指
す
君
た
ち
に
受
け
さ
せ
た
い
論
作
文

講
座
―
教
育
の
見
方
・
考
え
方
が
変
わ
る
』

（
A
5
判
・
一
七
八
頁
・
一
六
〇
〇
円
）
教
員

採
用
試
験
の
論
作
文
攻
略
技
術
及
び
方
策
を
実

戦
的
に
示
す
指
南
書
。
採
点
者
の
評
価
の
視
点

は
ど
こ
に
あ
る
か
、
実
際
の
出
題
例
に
即
し
て

留
意
点
を
考
え
、
同
時
に
試
験
の
対
策
事
例
を

紹
介
。
第
2
版
で
は
、
平
成
二
八
年
実
施
の
論

作
文
試
験
の
事
例
分
析
を
行
い
、
新
た
に
「
教

育
時
事
主
要
テ
ー
マ
別
各
自
治
体
出
題
分
析
一

覧
」
と
本
書
初
版
を
活
用
し
た
「
合
格
者
の
声
」

を
掲
載
し
た
。
公
立
幼
稚
園
と
公
立
保
育
園
の

採
用
試
験
対
策
も
収
録
。
書
く
プ
ロ
セ
ス
を
経

た
者
に
教
員
の
道
が
拓
け
る
。

▼
明
星
大
学
教
職
セ
ン
タ
ー
編
『
教
員
を
目
指

す
君
た
ち
に
受
け
さ
せ
た
い
面
接
試
験
対
策
講

座
―
教
員
に
な
る
覚
悟
を
持
つ
』（
A
5
判
・

二
五
〇
頁
・
一
九
五
〇
円
）

▼
青
木
秀
雄
著
『
第
2
版
　
洞
察
力
を
培
う
初

等
社
会
科
教
育
法
―
知
識
基
盤
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に
』（
Ａ
5
判
・
二
五
〇
頁
・
一
八
〇

〇
円
）

▼
【
近
刊
】
青
木
秀
雄
編
著
『
現
代
教
育
制
度

と
経
営
』（
Ａ
5
判
・
予
価
一
五
〇
〇
円
）
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早
稲
田
大
学
出
版
部

▼
上
野
義
雄
著
【
早
稲
田
大
学
学
術
叢
書
】『
現

代
日
本
語
の
文
法
構
造
　
形
態
論
編
』（
A
5

判
・
三
九
六
頁
・
五
〇
〇
〇
円
）
統
語
範
疇
と

形
態
範
疇
の
峻
別
、
統
語
構
造
と
形
態
構
造
の

峻
別
、
屈
折
と
派
生
の
峻
別
、
語
や
語
形
の
認

定
、
語
類
の
生
産
性
の
問
題
な
ど
を
中
心
に
、

現
代
日
本
語
の
形
態
論
と
そ
れ
が
統
語
論
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て
の
分
析
を
提

示
す
る
。

 

▼
島
崎
崇
史
著
【
早
稲
田
大
学
エ
ウ
プ
ラ
ク
シ

ス
叢
書
】『
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―

健
康
行
動
を
習
慣
化
さ
せ
る
た
め
の
支
援
』

（
A
5
判
・
二
一
六
頁
・
二
八
〇
〇
円
）
ヘ
ル

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
多
様
な
学

問
分
野
に
お
け
る
研
究
お
よ
び
実
践
の
成
果
を

明
ら
か
に
す
る
。

 

関
東
学
院
大
学
出
版
会

▼
宮
村
忠
著
『
改
訂
　
水
害
―
治
水
と
水
防
の

知
恵
』（
B
6
判
・
二
四
〇
頁
・
一
九
〇
〇
円
）

多
数
の
河
川
が
国
土
を
刻
む
日
本
で
は
、
治
水

が
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
公
共
事
業
に
頼
る

あ
ま
り
、
被
害
を
大
き
く
し
て
い
る
現
代
水
害

の
実
態
を
紹
介
し
な
が
ら
、
各
地
に
伝
わ
る
自

主
防
災
の
知
恵
の
再
考
を
提
唱
。

▼
棈
木
紀
男
・
高
島
英
幸
編
著
『
建
築
の
耐
震

設
計
』（
B
5
判
・
二
〇
四
頁
・
二
三
〇
〇
円
）

近
年
大
き
く
変
化
し
て
い
る
建
築
の
構
造
設
計
、

特
に
耐
震
設
計
法
を
平
易
に
解
説
し
、
初
学
者

の
学
び
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
、

経
験
豊
富
な
構
造
設
計
者
に
も
新
し
い
設
計
法

に
な
じ
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
解
説
書
。

▼
山
本
育
三
著
『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
動
的
管
理
―

マ
ン
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
と
再
生
へ
の
指
針
』

（
A
5
判
・
一
二
八
頁
・
一
八
〇
〇
円
）
マ
ン

シ
ョ
ン
は
、
区
分
所
有
者
の
合
意
に
よ
っ
て
の

み
そ
の
進
路
が
決
ま
る
居
住
運
命
共
同
体
で
あ

る
。
そ
れ
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
の
「
長
寿
命
化
」
と

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
改
善
に
よ
る「
再
生
」

を
目
標
に
、
著
者
の
豊
富
な
研
究
歴
と
管
理
実

践
で
得
た
管
理
事
例
や
提
言
を
紹
介
し
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
積
極
的
な
管
理
「
動
的
管
理
」
の
必

要
性
を
説
く
。

東
海
大
学
出
版
部

▼
畑
瀬
英
男
著
『
竜
宮
城
は
二
つ
あ
っ
た
―
ウ

ミ
ガ
メ
の
回
遊
行
動
と
生
活
史
の
多
型
』（
B
6

判
・
二
四
八
頁
・
二
〇
〇
〇
円
）
二
つ
の
竜
宮

上
の
謎
を
解
明
か
す
た
め
日
本
の
代
表
的
な
ウ

ミ
ガ
メ
産
卵
地
を
渡
り
歩
い
た
見
聞
録
。

▼
徳
田
誠
著
『
植
物
を
た
く
み
に
操
る
虫
た
ち

―
虫
こ
ぶ
形
成
昆
虫
の
魅
力
』（
B
6
判
・
三

〇
四
頁
・
二
〇
〇
〇
円
）
は
じ
ま
り
は
ゴ
ー
ル

か
ら
？
　
虫
こ
ぶ
と
出
会
っ
た
研
究
者
の
〝
虹

色
の
研
究
室
〞
ま
で
の
軌
跡
。

▼
深
澤
遊
・
吉
原
佑
・
松
木
悠
訳
『
地
上
と
地

下
の
つ
な
が
り
の
生
態
学
―
生
物
間
相
互
作
用

か
ら
環
境
変
動
ま
で
』（
A
5
判
・
三
三
六
頁
・

四
八
〇
〇
円
）
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ワ
ー
ド
ル
著

『Aboveground-Below
ground Linkages:Biotic 

Interactions, Ecosystem

 Processes, and G
lobal 

C
hange

』
の
翻
訳
。

▼
尼
岡
邦
夫
著『
日
本
産
ヒ
ラ
メ
・
カ
レ
イ
類
』

（
B
5
判
・
二
三
六
頁
・
一
八
〇
〇
〇
円
）
日

本
産
カ
レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
類
九
十
四
種
を
カ
ラ
ー

写
真
で
紹
介
す
る
有
用
魚
類
図
鑑
。
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27　　大学出版部ニュース

京
都
大
学
学
術
出
版
会

▼
グ
レ
ン
・
パ
ケ
ッ
ト
著
『
科
学
論
文
の
英
語

用
法
百
科 

第
2
編 

冠
詞
用
法
』（
菊
判
・
三

二
六
頁
・
二
六
〇
〇
円
）
冠
詞
の
な
い
言
語
を

母
語
と
す
る
日
本
人
に
と
っ
て
、
冠
詞
は
と
り

わ
け
難
し
い
。
百
万
人
の
研
究
者
・
学
生
を
悩

ま
せ
る
誤
用
の
壁
を
ク
リ
ア
し
、
英
語
の
世
界

観
へ
の
扉
を
ひ
ら
く
。
推
薦
＝
山
極
壽
一
氏
・

佐
藤
文
隆
氏
・
青
木
薫
氏
。

▼
西
山
良
平
・
鈴
木
久
男
・
藤
田
勝
也
編
『
平

安
京
の
地
域
形
成
』（
菊
判
・
三
六
〇
頁
・
四

〇
〇
〇
円
）
都
市
型
隣
人
集
団
が
形
成
さ
れ
た

平
安
後
期
、
住
人
た
ち
は
放
火
や
強
盗
に
ど
う

連
帯
し
た
の
か
。
職
能
ご
と
の
集
住
や
祭
り
へ

の
奉
仕
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
か
。
多
様
な
個
別

の
住
ま
い
と
、
住
ま
い
・
住
人
が
有
機
的
に
関

連
し
つ
つ
形
成
さ
れ
た
「
地
域
」
の
個
性
に
着

目
し
、
平
安
京
と
い
う
都
市
の
全
体
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
。

▼
堀
和
生
編
『
東
ア
ジ
ア
高
度
成
長
の
歴
史
的

起
源
』（
A
5
判
・
三
八
六
頁
・
四
八
〇
〇
円
）

戦
後
東
ア
ジ
ア
の
一
角
で
始
ま
っ
た
高
度
成
長

の
波
は
、
し
だ
い
に
周
辺
の
地
域
に
広
が
っ
て
、

現
在
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ

る
。
こ
の
注
目
す
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
象
を

戦
前
に
遡
る
歴
史
的
起
源
か
ら
解
明
。

名
古
屋
大
学
出
版
会

▼
今
井
祐
子
著
『
陶
芸
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』

（
A
5
判
・
七
六
〇
頁
・
七
八
〇
〇
円
）
見
出

さ
れ
た
新
た
な
美
―
―
。
欧
米
の
作
陶
家
・
美

術
商
・
収
集
家
ら
を
魅
了
し
た
「
陶
芸
の
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
」。
海
を
越
え
た
日
本
陶
磁
や
陶
器

書
を
手
が
か
り
に
、
美
意
識
や
造
形
が
転
換
・

深
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
跡
づ
け
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
芸
術
文
化
史
を
描
き
出
す
。

▼
水
野
さ
や
著
『
韓
国
仏
像
史
―
三
国
時
代
か

ら
朝
鮮
王
朝
ま
で
』（
A
5
判
・
三
〇
四
頁
・

四
八
〇
〇
円
）
豊
か
な
造
形
を
誇
り
、
独
自
の

美
を
示
し
て
華
ひ
ら
い
た
朝
鮮
半
島
の
仏
像
史

を
、
わ
が
国
で
初
め
て
包
括
的
に
紹
介
。
古
代

か
ら
近
世
ま
で
の
流
れ
を
一
望
し
、
日
本
・
中

国
の
作
例
と
の
深
い
関
連
性
も
捉
え
、
東
ア
ジ

ア
圏
で
の
交
流
の
重
要
性
を
浮
彫
り
に
す
る
。

▼
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ル
イ
ス
著
／
出
口
康
夫
監

訳
『
世
界
の
複
数
性
に
つ
い
て
』（
A
5
判
・

三
五
二
頁
・
五
八
〇
〇
円
）
わ
れ
わ
れ
の
住
む

こ
の
世
界
と
は
、
異
な
る
可
能
世
界
は
実
在
す

る
の
か
？
　
こ
の
上
な
く
大
胆
な
枠
組
み
を
明

晰
か
つ
説
得
力
あ
る
語
り
口
で
展
開
。
可
能
性

や
必
然
性
な
ど
を
新
た
な
形
で
と
ら
え
直
す
こ

と
で
、
世
界
の
あ
り
方
を
か
つ
て
な
い
仕
方
で

問
い
か
け
、
知
的
転
回
を
も
た
ら
し
た
衝
撃
作
。

三
重
大
学
出
版
会

▼
松
岡
裕
之
編
『
衛
生
動
物
学
の
進
歩
　
第
2

集
』（
四
六
判
・
三
五
九
頁
・
六
〇
〇
〇
円
）「
衛

生
動
物
学
の
進
歩 

第
1
集
」
が
出
版
さ
れ
た

の
は
一
九
七
一
年
。
そ
の
後
四
五
年
を
経
て
科

学
は
飛
躍
的
と
い
う
言
葉
で
は
表
わ
せ
な
い
ほ

ど
発
展
し
た
。
衛
生
動
物
学
の
分
野
も
ま
た
同

様
で
あ
る
。
本
書
は
現
在
そ
の
分
野
で
第
一
線

に
あ
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
秀
英
ら
に
よ
っ

て
、
そ
の
膨
大
な
全
容
が
概
説
さ
れ
て
い
る
。

▼
冨
田
達
也
・
冨
田
江
一
著
『
水
素
核
融
合
に

向
け
て
の
基
礎
的
諸
問
題
』（
四
六
判
・
八
五

頁
・
四
五
〇
〇
円
）
核
融
合
は
、
原
子
力
発
電

を
実
用
化
し
た
技
術
力
で
克
服
可
能
と
考
え
ら

れ
、
反
応
開
始
温
度
を
徐
々
に
高
く
設
定
す
る

な
ど
、
様
々
な
努
力
が
試
み
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
成
功
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
温
度

を
上
昇
さ
せ
て
も
、
核
融
合
の
開
始
が
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
温
度
の
問
題
以
外
の

他
の
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
熱
核
融
合
の

基
礎
と
な
る
理
論
を
も
う
一
度
問
い
直
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
ま
す
。

p20-29_109号_ニュース.indd   27 2016/12/20   17:29



28

大
阪
大
学
出
版
会

▼
林
葉
子
著
『
性
を
管
理
す
る
帝
国
　
公
娼
制

度
下
の「
衛
生
」問
題
と
廃
娼
運
動
』（
A
5
判
・

五
二
八
頁
・
七
〇
〇
〇
円
）
日
本
に
お
け
る
公

娼
制
度
と
そ
の
存
廃
を
め
ぐ
る
議
論
の
歴
史
を
、

徹
底
的
な
史
料
の
裏
付
け
の
も
と
に
再
検
討
。

廃
娼
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
く
過
程
で
形
作
ら

れ
た
家
族
観
や
娼
婦
へ
の
人
権
侵
害
に
関
す
る

議
論
の
時
代
的
変
化
に
つ
い
て
も
詳
述
す
る
。

▼
竹
内
栄
一
・
田
中
敏
宏
著
『
高
温
材
料
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
熱
移
動
の
基
礎
と
ケ
ー
ス
ス
タ

デ

ィ

ー
　M

etallu
rgical H

eat 
Transfer

』（
B
5
判
・
一
七
八
頁
・
三
〇
〇

〇
円
）
材
料
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
に
関
与
す
る

様
々
な
熱
移
動
現
象
に
つ
い
て
、
伝
熱
の
基
礎

知
識
と
そ
れ
ら
を
適
用
し
た
解
析
を
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
ー
を
通
し
て
習
得
す
る
材
料
工
学
領
域

必
携
テ
キ
ス
ト
。
英
文
ベ
ー
ス
で
和
文
を
併
記

し
、
専
門
英
語
表
現
も
学
べ
る
。

▼
湯
浅
邦
弘
著
『
懐
徳
堂
の
至
宝
―
大
阪
の

「
美
」
と
「
学
問
」
を
た
ど
る
』（
A
4
判
・
九

四
頁
・
二
〇
〇
〇
円
）
重
建
懐
徳
堂
の
開
学
百

年
を
記
念
し
た
資
料
図
録
。
最
近
新
発
見
の
資

料
の
大
型
写
真
を
は
じ
め
、
修
復
を
施
し
て
よ

り
図
柄
が
明
瞭
に
な
っ
た
最
新
版
及
び
カ
ラ
ー

版
36
頁
を
含
む
。

関
西
大
学
出
版
部

▼
松
浦
　
章
・
笹
川
慶
子
著
『
東
洋
汽
船
と
映

画
』（
A
5
判
・
四
五
〇
頁
・
三
一
〇
〇
円
）

東
洋
汽
船
会
社
は
浅
野
総
一
郎
が
創
業
し
た
ア

ジ
ア
を
代
表
す
る
汽
船
会
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

そ
の
東
洋
汽
船
が
渋
澤
榮
一
ら
の
貴
賓
会
や
大

隈
内
閣
の
外
客
誘
致
政
策
の
影
響
下
に
東
洋
フ

ィ
ル
ム
会
社
を
設
立
、
そ
れ
が
後
に
谷
崎
潤
一

郎
ら
を
迎
え
た
大
正
活
映
に
発
展
す
る
。
製
作

配
給
興
行
に
お
け
る
東
洋
汽
船
の
新
し
す
ぎ
る

試
み
は
、
亀
裂
を
生
み
つ
つ
新
た
な
地
平
を
切

り
開
く
。

▼
北
川
央
著
『
な
に
わ
の
事
も
ゆ
め
の
又
ゆ
め
　

大
阪
城
・
豊
臣
秀
吉
・
大
坂
の
陣
・
真
田
幸

村
』（
四
六
判
・
一
八
〇
頁
・
一
四
〇
〇
円
）

豊
臣
秀
吉
が
天
下
統
一
の
拠
点
と
し
て
築
き
、

大
坂
夏
の
陣
で
落
城
し
た
大
坂
城
。
本
書
は
、

本
願
寺
八
世
蓮
如
の
大
坂
御
坊
建
立
に
始
ま
る

大
坂
城
の
歴
史
、
今
も
残
る
大
坂
城
の
石
垣
や

櫓
・
門
な
ど
の
古
建
造
物
の
魅
力
、
秀
頼
時
代

の
豊
臣
家
の
実
像
と
大
坂
の
陣
勃
発
の
経
緯
、

大
坂
の
陣
に
お
け
る
真
田
幸
村
の
活
躍
ぶ
り
を
、

最
新
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
わ
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
。

大
阪
経
済
法
科
大
学
出
版
会

　
今
回
は
既
刊
書
の
紹
介
で
す
。

▼
金
　
勲
著
『
元
暁
佛
学
思
想
研
究
』（
A
5

判
・
二
六
八
頁
・
三
五
〇
〇
円
）

　
人
類
は
一
つ
の
地
球
上
で
生
活
し
て
い
る
以

上
、
相
互
交
流
の
中
で
諸
価
値
の
衝
突
が
お
こ

る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
問
題
は
そ
れ
に
ど

う
対
処
し
、
解
決
す
る
か
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

現
代
文
明
は
、
二
一
世
紀
に
は
い
っ
て
岐
路
に

差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

伴
う
価
値
多
元
化
が
も
た
ら
し
た
問
題
を
解
決

す
る
知
恵
が
何
よ
り
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
か
ら
一
三
〇
〇
年
も
前
に
、
朝
鮮
半
島
の

南
端
の
新
羅
と
い
う
国
で
活
躍
し
た
思
想
家
元

暁
は
、
人
類
社
会
の
基
本
的
特
徴
で
あ
る
人
間

の
個
性
を
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、
矛
盾
、
衝
突

を
和
会
す
る
哲
学
構
築
に
専
念
し
、「
百
家
異

諍
」
を
和
会
す
る
素
晴
ら
し
い
和
諍
哲
学
体
系

を
作
り
上
げ
た
。
元
暁
の
哲
学
は
、
今
日
に
至

る
ま
で
韓
国
だ
け
で
な
く
、
中
国
、
日
本
の
思

想
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
真
理
は

時
間
と
空
間
を
超
え
る
存
在
で
、
人
類
共
通
の

精
神
的
糧
で
あ
る
。
こ
う
い
う
視
点
で
、
本
書

が
現
代
社
会
を
生
き
て
い
く
読
者
た
ち
に
さ
さ

や
か
な
り
と
も
助
け
に
な
れ
ば
幸
い
に
思
う
。

 

（
あ
と
が
き
よ
り
）
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29　　大学出版部ニュース

九
州
大
学
出
版
会

▼
阿
部
俊
大
著
『
レ
コ
ン
キ
ス
タ
と
国
家
形
成

―
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
に
お
け
る
王
権
と
教

会
』（
A
5
判
・
三
四
四
頁
・
六
四
〇
〇
円
）

イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
接
触
は
、
形
成
期
の
キ
リ
ス

ト
教
文
明
圏
の
政
治
・
社
会
体
制
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
。
欧
米
学
界
の
研
究

動
向
を
踏
ま
え
、
中
世
ス
ペ
イ
ン
の
具
体
的
事

例
か
ら
、
君
主
権
力
と
教
会
の
関
係
を
軸
に
解

き
明
か
す
。

▼
秋
吉
收
著
『
魯
迅
―
野
草
と
雑
草
』（
A
5

判
・
三
九
八
頁
・
五
八
〇
〇
円
）
最
高
傑
作
た

る
散
文
詩
集
『
野
草
』
が
、
実
際
に
は
タ
ゴ
ー

ル
や
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
そ
し
て
芥
川
龍
之
介
や

佐
藤
春
夫
等
の
日
本
文
学
か
ら
の
模
倣
に
支
え

ら
れ
て
い
た
事
実
を
、
一
次
資
料
の
緻
密
な
調

査
に
よ
っ
て
跡
づ
け
、
真
の
近
代
的
文
人
た
る

魯
迅
の
意
識
の
深
層
を
明
ら
か
に
す
る
。
全
編

に
わ
た
る
『
野
草
』
新
訳
も
収
録
。

▼
麻
生
太
吉
日
記
編
纂
委
員
会
編
『
麻
生
太
吉

日
記 

全
五
巻
』（
A
5
判
・
各
一
〇
〇
〇
〇
円
）

近
代
を
代
表
す
る
実
業
家
麻
生
太
吉
が
企
業
経

営
者
と
し
て
の
円
熟
期
に
残
し
た
日
記
（
一
九

〇
六
〜
三
三
年
）
の
翻
刻
と
解
説
。
筑
豊
炭
坑

業
の
実
態
や
地
方
財
閥
発
展
の
過
程
を
綴
る
貴

重
な
史
料
、
つ
い
に
完
結
。

広
島
大
学
出
版
会

▼
安
村
誠
司
、
神
谷
研
二
共
編
『Public 

H
ealth

 in
 a

 N
uclear D

isaster : 
M
essage from

 Fukushim
a

』（
B
5
判
・

四
六
〇
頁
・
五
三
〇
〇
円
）
本
書
は
『
原
子
力

災
害
の
公
衆
衛
生
―
福
島
か
ら
の
発
信
』（
南

山
堂
、
二
〇
一
四
）
に
、
広
島
大
学
の
取
り
組

み
を
加
筆
し
、
全
編
英
訳
し
た
も
の
。
東
日
本

大
震
災
後
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か

ら
6
年
に
な
る
が
、著
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は「
震

災
は
続
い
て
い
る
」
で
あ
る
。
原
子
力
災
害
後

の
福
島
で
の
公
衆
衛
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
世
界
に
発
信
し
、
正
し
い
理
解
を
求
め
る
。

▼
高
橋
衞
著
『
近
現
代
経
済
史
研
究
の
理
論
を

問
う
』（
四
六
判
・
二
五
五
頁
・
一
一
〇
〇
円
）

本
書
は
混
迷
を
続
け
る
近
現
代
経
済
史
研
究
に

対
し
、
そ
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
た
る
「
大
塚

史
学
」
と
「
宇
野
理
論
」
を
批
判
的
に
克
服
し
、

新
た
な
経
済
理
論
の
開
発
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
内
容
は
著
者
の
自
分
史
を
交
え
平
易
に
し
、

専
門
家
か
ら
市
民
ま
で
幅
広
い
読
者
に
親
し
み

や
す
く
な
っ
て
い
る
。
◆
主
要
目
次
◆
学
問
研

究
と
は
何
か
／
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
影
響
／

「
研
究
」
こ
と
始
め
／
経
済
史
研
究
の
課
題
と

理
論
／
「
大
塚
史
学
」
批
判
／
「
宇
野
理
論
」

に
問
う
／
「
近
代
経
済
学
」
の
活
用

関
西
学
院
大
学
出
版
会

▼
森
一
生
・
岡
明
理
恵
・
畑
祥
雄
著
『
み
ら
い

の
里
山
つ
く
り
―
植
物
工
場
か
ら
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
野
菜
が
届
く
』（
A
5
判
・
一
二
八
頁
・

一
五
〇
〇
円
）
植
物
工
場
が
つ
く
る
未
来
の
農

業
の
姿
と
は
。

▼
地
道
正
行
著
『Shrinkage Regression 

Estim
ators and

 Their Feasibilities

』

（
B
5
変
形
・
一
四
二
頁
・
四
〇
〇
〇
円
）（
実

行
可
能
型
）
縮
小
回
帰
推
定
量
が
、
多
重
共
線

性
の
も
と
で
適
切
に
利
用
さ
れ
れ
ば
、
最
小
自

乗
推
定
量
よ
り
も
よ
り
「
有
効
」
と
な
る
可
能

性
に
つ
い
て
考
察
。

▼
中
国
モ
ダ
ニ
ズ
ム
研
究
会
著
『
ド
ラ
ゴ
ン
解

剖
学
・
竜
の
子
孫
の
巻
　
中
華
文
化
ス
タ
ー
列

伝
』（
A
5
判
・
二
二
二
頁
・
一
九
〇
〇
円
）

中
国
近
現
代
史
に
名
を
残
す
人
物
を
選
び
、
十

四
章
に
分
け
て
、
執
筆
者
が
自
由
な
角
度
か
ら

そ
の
生
涯
を
紹
介
す
る
。

▼
中
村
直
人
著
『
歴
史
の
な
か
の
上
ケ
原
―
西

宮
市
上
ケ
原
、
古
墳
か
ら
震
災
ま
で
』（
A
5

判
・
一
七
八
頁
・
二
〇
〇
〇
円
）
兵
庫
県
西
宮

市
上
ケ
原
地
区
の
古
墳
時
代
か
ら
安
土
桃
山
・

江
戸
時
代
、
そ
し
て
戦
争
・
震
災
ま
で
を
図
版

多
数
で
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
地
域
史
。
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一般社団法人 大学出版部協会 賛助会員名簿　 【50音順】 2016年12月15日現在

〒104-8011 東京都中央区築地5-3-2

〒380-0804 長野県長野市大字三輪荒屋1154

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂2-19 銀鈴会館408

〒661-0975 兵庫県尼崎市下坂部3-9-20

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町2-8-6 日本橋ビル4階

〒104-0061 東京都中央区銀座4-7-5

〒353-0001 埼玉県志木市上宗岡3-16-2

〒101-0061 東京都千代田区三崎町2-4-1 TUG-Iビル4F

〒101-0061 東京都千代田区三崎町2-15-6 K-STAGE

〒810-0012 福岡県福岡市中央区白金2-9-6

〒153-8504 東京都目黒区下目黒3-7-10 

〒456-0004 愛知県名古屋市熱田区桜田町19-20

〒112-0012 東京都文京区大塚6-9-7

〒101-0021 東京都千代田区外神田2-14-10 第2電波ビル4F

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷2-7-7

〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1 住友不動産千代田ファーストビル南館14階 

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里5-9-8

〒101-0061 東京都千代田区三崎町3-2-10 寺西ビル3F

〒381-2226 長野県長野市川中島町今井1822-1

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋4-1-11

〒380-0804 長野県長野市三輪荒屋1196-7 

〒150-0033 東京都渋谷区猿楽町19-2 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町342

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-9

〒604-0812 京都府京都市中京区高倉通二条上ル天守町766

TEL　03-5540-7749

TEL　026-243-4858

TEL　03-3235-1360

TEL　06-6494-1122

TEL　03-5652-8627

TEL　03-3563-7072

TEL　048-471-6291

TEL　03-6261-2290

TEL　03-3261-8281

TEL　092-531-7102

TEL　03-6910-0510

TEL　052-871-9190

TEL　03-3943-9811

TEL　03-3525-8001

TEL　03-5466-2201

TEL　03-6823-5360

TEL　03-3803-3131

TEL　03-3261-5171

TEL　026-285-2300

TEL　03-3237-3601

TEL　026-244-7185

TEL　03-3462-1181

TEL　03-3269-3611

TEL　03-3293-3021

TEL　075-255-2288

㈱ 朝 日 新 聞 社

亜 細 亜 印 刷 ㈱

㈱ ア ベ ル 社

尼 崎 印 刷 ㈱

㈱ 　 A 　 L 　 E

王 子 製 紙 ㈱

岡 本 出 版 発 送 ㈱

カクタス・コミュニケーションズ㈱

㈱加藤文明社印刷所

城 島 印 刷 ㈱

㈱ 紀 伊 國 屋 書 店

㈱ ク イ ッ ク ス

㈱ 粂 川 印 刷

㈱クリムゾンインタラクティブジャパン

港 北 出 版 印 刷 ㈱

三 松 堂 ㈱

三 美 印 刷 ㈱

三 立 工 芸 ㈱

三 和 印 刷 ㈱

信 濃 印 刷 ㈱

㈱ 渋 谷 文 泉 閣

㈱ 　 眞 　 興 　 社

新 日 本 印 刷 ㈱

㈱ 　 精 　 興 　 社

創 栄 図 書 印 刷 ㈱

〒849-0902 佐賀県佐賀市久保泉町上和泉1848-20

〒105-0004 東京都港区新橋6-17-19 御成門ビル 

〒140-0002 東京都品川区東品川1-6-16

〒501-0431 岐阜県本巣郡北方町北方148-1

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-7-14     

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-12-6

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-34

〒104-0061 東京都中央区銀座7-13-12 サクセス銀座7ビル4F

〒135-0006 東京都江東区常盤2-12-15

〒602-0923 京都府京都市上京区油小路通中立売上ル 油橋詰町93-7

〒114-0001 東京都北区東十条3-10-36

〒101-0061 東京都千代田区三崎町2-12-10 喜久屋ビル3F

〒100-8066 東京都千代田区大手町1-3-7

〒112-0004 東京都文京区後楽2-21-12

〒107-6322 東京都港区赤坂5-3-1 赤坂Bizタワー19F

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-4-5

〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-35-7

〒335-0034 埼玉県戸田市笹目3-11-5

〒100-8051 東京都千代田区一ツ橋1-1-1

〒174-0042 東京都板橋区東坂下1-19-5

〒532-0012 大阪府大阪市淀川区木川東4-17-31

〒100-8055 東京都千代田区大手町1-7-1

〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町11 岩田ビル5F 

〒152-0031 東京都目黒区中根2-7-1

TEL　0952-71-8550

TEL　03-5402-1811

TEL　03-3474-2821

TEL　058-324-2111

TEL　03-3261-5335

TEL　03-3292-3617

TEL　03-3291-1771

TEL　03-5148-7200

TEL　03-3632-0801

TEL　075-411-8288

TEL　03-5843-9700

TEL　03-3263-9431

TEL　03-5255-2198

TEL　03-3811-4272

TEL　03-6441-6711

TEL　03-3291-0191

TEL　03-3944-0301

TEL　048-422-0029

TEL　03-3212-3340

TEL　03-3967-3952

TEL　06-6304-9325

TEL　03-3242-1111

TEL　03-3251-7571

TEL　03-3718-2161

大 同 印 刷 ㈱

ダ イ ニ ッ ク ㈱

㈱ 太 平 印 刷 社

㈱ 　 太 　 洋 　 社

寶 　 紙 　 業 　 ㈱

㈱ 　 　 竹 　 　 尾

㈱ 東 京 弘 報 社

㈱とうこう・あい

東 光 整 版 印 刷 ㈱

㈱ ト ー ヨ ー 企 画

図 書 印 刷 ㈱

㈱ 日 新 広 告 社

㈱日本経済新聞社

萩 原 印 刷 ㈱

㈱ 　 博 　 報 　 堂

藤 原 印 刷 ㈱

㈱ 　 平 　 文 　 社

㈱ 堀 内 印 刷 所

㈱ 毎 日 新 聞 社

誠 　 製 　 本 　 ㈱

㈱ 　 遊 　 文 　 舎

㈱読売新聞東京本社

㈱ライトコミュニケーション

渡 辺 印 刷 ㈱

一般社団法人大学出版部協会は、私たちの活動をご理解・ご支援くださる皆様による「賛助会員」制度を
設けています。ここに趣旨にご賛同くださり、ご支援いただいている各社様をご紹介します。なお、「賛
助会員」に関するお問い合わせは、協会事務局までお寄せください。
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一般社団法人 大学出版部協会 賛助会員名簿　 【50音順】 2016年12月15日現在

〒104-8011 東京都中央区築地5-3-2

〒380-0804 長野県長野市大字三輪荒屋1154

〒162-0825 東京都新宿区神楽坂2-19 銀鈴会館408

〒661-0975 兵庫県尼崎市下坂部3-9-20

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町2-8-6 日本橋ビル4階

〒104-0061 東京都中央区銀座4-7-5

〒353-0001 埼玉県志木市上宗岡3-16-2

〒101-0061 東京都千代田区三崎町2-4-1 TUG-Iビル4F

〒101-0061 東京都千代田区三崎町2-15-6 K-STAGE

〒810-0012 福岡県福岡市中央区白金2-9-6

〒153-8504 東京都目黒区下目黒3-7-10 

〒456-0004 愛知県名古屋市熱田区桜田町19-20

〒112-0012 東京都文京区大塚6-9-7

〒101-0021 東京都千代田区外神田2-14-10 第2電波ビル4F

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷2-7-7

〒101-0065 東京都千代田区西神田3-2-1 住友不動産千代田ファーストビル南館14階 

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里5-9-8

〒101-0061 東京都千代田区三崎町3-2-10 寺西ビル3F

〒381-2226 長野県長野市川中島町今井1822-1

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋4-1-11

〒380-0804 長野県長野市三輪荒屋1196-7 

〒150-0033 東京都渋谷区猿楽町19-2 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町342

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-9

〒604-0812 京都府京都市中京区高倉通二条上ル天守町766

TEL　03-5540-7749

TEL　026-243-4858

TEL　03-3235-1360

TEL　06-6494-1122

TEL　03-5652-8627

TEL　03-3563-7072

TEL　048-471-6291

TEL　03-6261-2290

TEL　03-3261-8281

TEL　092-531-7102

TEL　03-6910-0510

TEL　052-871-9190

TEL　03-3943-9811

TEL　03-3525-8001

TEL　03-5466-2201

TEL　03-6823-5360

TEL　03-3803-3131

TEL　03-3261-5171

TEL　026-285-2300

TEL　03-3237-3601

TEL　026-244-7185

TEL　03-3462-1181

TEL　03-3269-3611

TEL　03-3293-3021

TEL　075-255-2288

㈱ 朝 日 新 聞 社

亜 細 亜 印 刷 ㈱

㈱ ア ベ ル 社

尼 崎 印 刷 ㈱

㈱ 　 A 　 L 　 E

王 子 製 紙 ㈱

岡 本 出 版 発 送 ㈱

カクタス・コミュニケーションズ㈱

㈱加藤文明社印刷所

城 島 印 刷 ㈱

㈱ 紀 伊 國 屋 書 店

㈱ ク イ ッ ク ス

㈱ 粂 川 印 刷

㈱クリムゾンインタラクティブジャパン

港 北 出 版 印 刷 ㈱

三 松 堂 ㈱

三 美 印 刷 ㈱

三 立 工 芸 ㈱

三 和 印 刷 ㈱

信 濃 印 刷 ㈱

㈱ 渋 谷 文 泉 閣

㈱ 　 眞 　 興 　 社

新 日 本 印 刷 ㈱

㈱ 　 精 　 興 　 社

創 栄 図 書 印 刷 ㈱

〒849-0902 佐賀県佐賀市久保泉町上和泉1848-20

〒105-0004 東京都港区新橋6-17-19 御成門ビル 

〒140-0002 東京都品川区東品川1-6-16

〒501-0431 岐阜県本巣郡北方町北方148-1

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-7-14     

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-12-6

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-34

〒104-0061 東京都中央区銀座7-13-12 サクセス銀座7ビル4F

〒135-0006 東京都江東区常盤2-12-15

〒602-0923 京都府京都市上京区油小路通中立売上ル 油橋詰町93-7

〒114-0001 東京都北区東十条3-10-36

〒101-0061 東京都千代田区三崎町2-12-10 喜久屋ビル3F

〒100-8066 東京都千代田区大手町1-3-7

〒112-0004 東京都文京区後楽2-21-12

〒107-6322 東京都港区赤坂5-3-1 赤坂Bizタワー19F

〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-4-5

〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-35-7

〒335-0034 埼玉県戸田市笹目3-11-5

〒100-8051 東京都千代田区一ツ橋1-1-1

〒174-0042 東京都板橋区東坂下1-19-5

〒532-0012 大阪府大阪市淀川区木川東4-17-31

〒100-8055 東京都千代田区大手町1-7-1

〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町11 岩田ビル5F 

〒152-0031 東京都目黒区中根2-7-1

TEL　0952-71-8550

TEL　03-5402-1811

TEL　03-3474-2821

TEL　058-324-2111

TEL　03-3261-5335

TEL　03-3292-3617

TEL　03-3291-1771

TEL　03-5148-7200

TEL　03-3632-0801

TEL　075-411-8288

TEL　03-5843-9700

TEL　03-3263-9431

TEL　03-5255-2198

TEL　03-3811-4272

TEL　03-6441-6711

TEL　03-3291-0191

TEL　03-3944-0301

TEL　048-422-0029

TEL　03-3212-3340

TEL　03-3967-3952

TEL　06-6304-9325

TEL　03-3242-1111

TEL　03-3251-7571

TEL　03-3718-2161

大 同 印 刷 ㈱

ダ イ ニ ッ ク ㈱

㈱ 太 平 印 刷 社

㈱ 　 太 　 洋 　 社

寶 　 紙 　 業 　 ㈱

㈱ 　 　 竹 　 　 尾

㈱ 東 京 弘 報 社

㈱とうこう・あい

東 光 整 版 印 刷 ㈱

㈱ ト ー ヨ ー 企 画

図 書 印 刷 ㈱

㈱ 日 新 広 告 社

㈱日本経済新聞社

萩 原 印 刷 ㈱

㈱ 　 博 　 報 　 堂

藤 原 印 刷 ㈱

㈱ 　 平 　 文 　 社

㈱ 堀 内 印 刷 所

㈱ 毎 日 新 聞 社

誠 　 製 　 本 　 ㈱

㈱ 　 遊 　 文 　 舎

㈱読売新聞東京本社

㈱ライトコミュニケーション

渡 辺 印 刷 ㈱

一般社団法人大学出版部協会は、私たちの活動をご理解・ご支援くださる皆様による「賛助会員」制度を
設けています。ここに趣旨にご賛同くださり、ご支援いただいている各社様をご紹介します。なお、「賛
助会員」に関するお問い合わせは、協会事務局までお寄せください。
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大学出版部協会・ブックレット  
大学出版部協会 発行／東京大学出版会 発売【2015年7月刊】 

2014年5月に千代田区立日比谷図書文化館で開催された市民シンポジウム「文明の基層」（総合地球環境学研究
所・京都大学学術出版会・大学出版部協会 主催／活字文化推進会議 後援）の内容をブックレット化しました。

長田俊樹 おさだとしき（総合地球環境学研究所名誉教授、神戸市外国語大学客員教授） 

杉山三郎 すぎやまさぶろう（愛知県立大学大学院特任教授、アリゾナ州立大学人類学学部教授） 
陣内秀信 じんないひでのぶ（法政大学デザイン工学部教授） 

 

文明の基層  

古代文明から持続的な都市社会を考える
A5 判・80 頁／定価（本体 1,200 円＋税）ISBN978-4-13-003152-3 

  

古代都市のイメージは大きく変わりつつある。インダス文明の諸都市のゆるやかなネットワーク、　
中米の古代最大都市テオティワカンでの新しい発見。人はなぜ都市を作ってきたのか、その歴史
的基層を中世ヨーロッパのヴェネツィアと比較しながら、改めて都市の魅力と未来への可能性を
探る。大学出版部協会ブックレット第3弾。

〈主要目次〉  
第一章　インダス文明：ネットワーク都市──中央集権的文明観を覆す（長田俊樹）

「大河文明」は本当か？─広大なインダス文明／インダス文字とインダス印章／草原の遺跡、海岸
沿いの遺跡─大河から離れて／砂漠の遺跡の謎／「城塞」と「パスポート」─都市ネットワーク論
に向けて／墓から見えるもの─格差の不在／砂丘が先か、文明が先か／インダス文明は大河文明
ではなかった─農業と水害の視点／古代文明観を見直す─「穀物倉」と「アーリア人侵入説」／文
明の衰退について考える／ゆるやかなネットワークの存在／都市社会をどう見るか─中央集権的
文明観からの解放

第二章　新世界最大の古代都市テオティワカン：英知の集積としての都市（杉山三郎）
閉ざされた空間の多様性／文明の萌芽／認知能力＝知恵こそが、文明の基盤をなす／中規模都市が
でき始める／完全計画都市、テオティワカン／多くの人を迎える巡礼地として／暦と数の体系／

「太陽のピラミッド」と「月のピラミッド」の二元性／墓は語る／古代人の交流―物を集めるネッ
トワーク／文明の確立から崩壊へ─伝わり、つながる文明の諸要素

第三章　水都ヴェネツィア：交易都市から文化都市へ（陣内秀信）
水と共生する町、ヴェネツィア／逆・中央集権的構造都市─複雑に交差する水と陸のネットワーク
／都市を解読する／交易都市から文化都市へ／オリエント志向と柔軟性／分散的都市から統合的
都市へ／なぜ都市に人が集まるか／城壁の無い町／都市モデル再考／川が結ぶネットワーク／水
車の活用／考古学調査がヴェネツィアのイメージを変える／ヴェネツィアの食と産物のネットワ
ーク／ラグーナは自然・環境・歴史の宝庫─文化都市から環境都市へ　
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